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第３回定例会会議録 

 

平成２５年 ９月２７日（金） 

開  会  午前１０時００分 

 

－－－日程第１ 開会宣言－－－ 

〇議長（笹沢 武君） おはようございます。 

 これより、平成２５年度第３回御代田町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１４名、全員の出席であります。 

 理事者側でも、全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

－－－諸般の報告－－－ 

 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 荻原謙一議会事務局長。 

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇） 

〇議会事務局長（荻原謙一君） 書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 諸般の報告 

 平成２５年９月２７日 

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案２５件・報告３件が提出されてい

ます。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ４．本定例会における一般質問通告者は、池田健一郎議員他７名であります。 

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。 

 次のページからは、監査委員からの定期監査、例月現金出納検査報告書でござい

ますので、後ほどご覧をいただきたいと思います。また、閉会中の報告事項につき

ましては、全員協議会の折りに報告させていただきますので、この場においては省

略をさせていただきます。以上でございます。 
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〇議長（笹沢 武君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。 

 内堀恵人議会運営委員長。 

（議会運営委員長 内堀恵人君 登壇） 

〇議会運営委員長（内堀恵人君） 皆さん、おはようございます。 

 それでは、報告をいたします。 

 去る９月２６日、午後１時３０分より、議会運営委員会を開催し、平成２５年第

３回御代田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を検

討したので、その結果を報告いたします。 

 本定例会に町長から提案されます案件は、専決事項の報告１件、事件案２件、条

例案４件、決算認定１２件、予算案７件、報告２件の計２８件であります。 

 ６月定例会以降提出されました請願等は、ございませんでした。 

 会期は本日より１０月９日までの１４日間とすることに決定をいたしました。 

 次に、審議日程につきましては、書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 １５ページをお願いをいたします。 

 平成２５年第３回御代田町議会定例会会期及び審議予定表 

 日時・月日・曜日・開議時刻・内容 

 第 １日目 ９月２６日 木曜日 午前１０時   開会 

                         議会構成 

 第 ２日目 ９月２７日 金曜日 午前１０時   開会 

                         諸般の報告 

                         会期の決定 

                         会議録署名議員の指名 

                         町長招集の挨拶 

                         議案上程 

                         議案に対する質疑 
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                         議案の委員会付託 

 第 ３日目 ９月２８日 土曜日         休会 

 第 ４日目 ９月２９日 日曜日         休会 

 第 ５日目 ９月３０日 月曜日         休会 

 第 ６日目 １０月１日 火曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ７日目 １０月２日 水曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ８日目 １０月３日 木曜日         休会 

 第 ９日目 １０月４日 金曜日 午前１０時   常任委員会 

 第１０日目 １０月５日 土曜日         休会 

 第１１日目 １０月６日 日曜日         休会 

 第１２日目 １０月７日 月曜日 午前１０時   常任委員会 

 第１３日目 １０月８日 火曜日 午前１０時   全員協議会 

 第１４日目 １０月９日 水曜日 午前１０時   委員長報告 

                         質疑・討論・採決 

                         閉会 

 続きまして常任委員会と全員協議会の日程・時間について報告をいたします。 

 常任委員会開催日程 

 総務福祉文教常任委員会 

    １０月 ４日 金曜日 午前１０時   大会議室 

    １０月 ７日 月曜日 午前１０時   大会議室 

 町民建設経済常任委員会 

    １０月 ４日 金曜日 午前１０時   議場 

    １０月 ７日 月曜日 午前１０時   議場 

 全員協議会開催日程 

    １０月 ８日 火曜日 午前１０時   大会議室 

 以上で、報告を終わります。 

〇議長（笹沢 武君） ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、９月２

６日から１０月９日までの１４日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、９月２６日から１０月９日までの１４日間と決しま

した。 

 

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において 

  ３番 五味 髙明 議員 

  ４番 徳吉 正博 議員 

を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） おはようございます。 

 議員の皆様におかれましては、時節柄大変お忙しいところを、平成２５年第３回

議会定例会にご参集をたまわり、議会が開会できますことに、心より感謝を申し上

げます。 

 去る９月１６日に、長野県に最接近した台風１８号は、御代田町での最大雨量が

午前１０時から１１時までの１時間で２８ミリ、総雨量が午前４時から午後３時ま

での１１時間に９９．５ミリを記録しました。当町においては、幸いなことに人的

被害はなかったものの、伍賀地区を中心として、何カ所か被害を受けました。現時

点で把握している主な被害状況は、用水、側溝などの氾濫・決壊・埋没が１６件、

道路、農地、土手などの崩落・陥没・土砂流入などが２３件となっております。 

 町といたしましては、台風当日、職員を役場に参集し、いち早い被害拡大を防ぐ

対策や、町内の被害状況の把握に努めてまいりました。今後、発生するかもしれな

い大規模な災害に備え、あらためて、職員の、より有効で迅速な活動態勢の検討も

進めてまいりたいと考えているところです。 

 また、住民の皆様には、平時から災害に備えて意識を持っていただくために、引
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き続き防災知識の周知、啓発に努めてまいりたいと考えております。 

 さて、本定例会に提案させていただいております案件は、専決処分事項の報告１

件、事件案２件、条例の一部改正案４件、決算認定１２件、補正予算案７件、報告

事項２件の、２８件です。 

 専決処分事項の報告１件については、町道での車両損傷事故に係わる損害賠償額

を定めたものです。 

 事件案２件については、児玉雨池地区の土地改良事業施行認可申請にあたり、議

会議決をお願いする案件を含めた２件です。 

 条例案４件につきましては、平成２５年度税制改正において、国税の延滞税、利

子税、還付加算金について、現在の低金利の状況に合わせた引き下げが実施される

ことから、地方税についても同様の見直しが行われるため、御代田町税外収入金の

督促及び滞納処分に関する条例の一部改正を含めた条例の一部改正４件をお願い

するものです。 

 平成２４年度一般会計の決算認定ですが、歳入総額は６２億６，７８６万円で、

前年度に比べ、１４億９，２９６万円、１９．２％の減額となりました。これは、

まちづくり交付金が大幅に減額となったことにより、国庫支出金８億５，６４１万

円の減額と、平成２３年度に初期の目的を達成した中学校建て替え基金等、２基金

を廃止し、基金繰入金で５億９，３２７万円を計上しましたが、この分がなくなっ

たことが主な要因です。 

 歳出総額は５９億１，５８２万円で、前年度に比べ、１５億８，５８１万円、

２１．１％の減額となりました。これは、平成２３年度に中学校旧校舎解体とグラ

ウンド整備工事が完了したことなどにより、普通建設事業費で５億４，１２１万円

が減額となったことや、同じく２３年度に新たに基金設置した役場庁舎整備基金、

教育施設整備基金などへの積立金の支出９億２３４万円がなくなったことが、主な

要因となっています。 

 以上、一般会計歳入歳出差引額から、後年度の財政運営の健全化を図るため、財

政調整基金へ１億７，０００万円の決算積立を行い、繰越明許により繰り越した財

源を除いた１億６，１６６万円を、平成２５年度へ繰り越しました。 

 特別会計におきましても、それぞれ１１特別会計の設立趣旨に基づき、一般会計

同様、適正な運営に努めてまいりました。その結果、一般会計、特別会計ともに黒
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字決算となり、財政健全化法に基づき監査委員の審査に付した上で、今議会におい

て良好な比率を報告することができました。 

 次に、平成２５年度一般会計の補正予算ですが、歳入歳出それぞれ１億７，７９６

万円を増額し、合計６１億３，０６９万円とするものです。 

 歳入の主な内容は、平成２４年度からの繰越金１億１，１６６万円や、額の確定

した普通交付税３，６２１万円、町債のうち、臨時財政対策債２，４００万円の増

額を、それぞれ計上しました。 

 歳出の主な内容は、総務費のふるさと創生基金積立金として７，２００万円をお

願いしました。これは、国の平成２４年度補正予算で創設された、地域の元気臨時

交付金の一部をふるさと創生基金に積み立てておき、来年度実施する普通建設事業

費に充てるものです。このほか、地域介護福祉空間整備等推進交付金事業費９１０

万円や、住宅リフォーム補助金１，０００万円の増額、杉の子幼稚園未満児保育施

設建設補助金１，８２６万円。まちづくり交付金事業で実施している雪窓向原線電

柱移転補償料７，０００万円の減額をお願いするとともに、６月の臨時議会で可決

いただいた給与の臨時特例に関する条例に伴う特別職及び一般職の給料１，４８４

万円の減額補正を計上しました。 

 また、特別会計においても、前年度繰越金が確定したことなどにより、６会計で

総額９，７９４万円の増額補正を計上しました。 

 報告２件につきましては、御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告

と、御代田町土地開発公社補正予算の報告です。 

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましては、それぞれ担当課長が説明

いたしますので、よろしくご審議いただき、原案どおりのご承認、ご決定をお願い

を申し上げまして、議会招集のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

〇議長（笹沢 武君） これより、議案を上程いたします。 

 

－－－日程第５ 報告第８号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第５ 報告第８号 専決処分事項の報告についてを議題とい

たします。 

 報告を求めます。 



２０ 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 報告いたします。 

 議案書の３ページをご覧ください。 

 報告第８号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決させて

いただきましたので、同条第２項の規定により報告いたします。 

                          平成２５年９月２７日 提出 

                             御代田町長 茂木祐司 

 次の４ページをご覧ください。 

 専第１５号 専決処分書 

 地方自治法第１８０条第１項及び町長の専決処分指定事項について、第１項の規

定により、町道での車両損傷事故に係る損害賠償の額を定めることについて、次の

とおり専決処分する。 

 平成２５年７月２６日 専決。示談の日でございます。御代田町長 茂木祐司 

 事故発生日時、平成２５年６月４日午後７時３０分頃。 

 事故発生場所、御代田町大字御代田２４８４番地５路上。 

 被害者の住所氏名につきましては、記載のとおりでございます。 

 事故の概要、町が所有管理する道路側溝で、コンクリート枠部分が破損しグレー

チング蓋が突出した状態にありました。上記日時場所において、被害者が運転する

普通乗用車が乗り上げ、タイヤがグレーチングの角に接触して、左側前のタイヤを

損傷した。裂けてしまったものでございます。 

 損害賠償額は６万１，４２５円。全額全国町村会総合賠償補償保険で対応いたし

ました。 

 以上でございます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、報告を終わります。 

 これより、報告に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 



２１ 

 これをもって、報告第８号を終わります。 

 

－－－日程第６ 議案第６２号 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 

児玉雨池地区の施行について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第６ 議案第６２号 農山漁村活性化プロジェクト支援交付

金事業児玉雨池地区の施行についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 飯塚 守産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） 議案書の５ページをお願いします。 

 議案第６２号 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業児玉雨池地区の施

行について 

 土地改良法第９６条の２第２項の規定により、農山漁村活性化プロジェクト支援

交付金事業児玉雨池地区の土地改良事業施行認可申請を行うにあたり、議会の議決

を求めるものでございます。 

記 

事業名称 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業 児玉雨池地区 

事業目的 町の幹線用水路で一部整備されているが、土形水路や底張がされていな

い未整備区間においては、洗掘による河床低下や土砂溜まりによる堆積が生じ、既

存側溝の通水断面の小さい区間では、沿線のり面の崩落や農地への浸食や土砂流出

などが起こるため、農地や管理道への被害が生じています。用排水路整備を行うこ

とにより、農地被害の防止、安定的な農業用水の供給など営農条件が整えられ、維

持管理労力の節減ができ、農業経営の安定化が図られ、継続的な農地利用を確保し

ます。 

事業内容 水路工 延長４，３７０メートル 

施行年度 平成２５年度～平成２９年度の５年間 

概算事業費 ２億円 

負担割合 国費５０％ 県費１％ 町費４９％ 

                       平成２５年９月２７日 提出 

                          御代田町長 茂木祐司 



２２ 

 別添の資料番号１をご覧ください。 

 平成２５年度新規採択希望 農山漁村活性化対策整備の図面でございます。 

 図面上の上の、千ヶ滝湯川用水路西側の七口を通って雪窓保育園の西を流れる児

玉用水と、同じく千ヶ滝用水路東側から雨池を通って雪窓湖東を流れる雨池用水、

そしてこの２用水路がふるさと農道を過ぎて合流し、湯川を流れる児玉雨池用水を

整備するもので、黒い点線は既設路線で、赤い実線が計画用水路でございます。 

 今回の農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業は、土地改良事業で実施する

ことから、知事に協議をするために議会の議決が必要なことから、お願いするもの

でございます。 

 ご審議の上、お認めいただきますよう、よろしくお願いします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第６２号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決するに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第６２号 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業児玉雨池地

区の施行については、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第７ 議案第６３号 平成２４年度御代田北小学校大規模改造工事 

請負契約の変更契約について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第７ 議案第６３号 平成２４年度御代田北小学校大規模改



２３ 

造工事請負契約の変更契約についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の６ページをお願いいたします。 

 議案第６３号 平成２４年度御代田北小学校大規模改造工事請負契約の変更契

約について、ご説明いたします。 

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定

に基づき、平成２４年度御代田北小学校大規模改造工事請負契約について、下記の

とおり変更契約を締結するため、地方自治法の規定によって議会の議決を求めるも

のであります。 

 契約の金額でございますが、当初、８，４７３万５，０００円。変更後９，７１９

万８，５００円。変更増が１，２４６万３，５００円でございます。 

 ご承知のとおり、北小の改修工事については、大井建設工業が受注し、工事を進

めておりました。今回の契約変更につきましては、工事を実施する中で、新たに改

修を必要とする箇所が見つかったり、改修方法の変更が必要になったことによるも

のでございます。 

 内容といたしましては、外壁改修の面積増、それからプールフェンスの交換等々

でございます。 

 変更に伴いまして、予定工期も１０月３１日までとしていたものを、１２月３０

日まで延長となります。 

 よろしくご審議をたまわりますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、ただちに採決に付したいと思います。 



２４ 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第６３号を採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第６３号 平成２４年度御代田北小学校大規模改造工事請負契約の

変更契約については、原案のとおり決しました。 

 

－－－日程第８ 議案第６４号 御代田町税外収入金の督促及び滞納処分に 

関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第８ 議案第６４号 御代田町税外収入金の督促及び滞納処

分に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の７ページをお願いいたします。 

 議案第６４号 御代田町税外収入金の督促及び滞納処分に関する条例の一部を

改正する条例案についてでございます。 

 先ほどの町長の招集あいさつにもございましたけれども、２５年の税制改正にお

いて、現在の低金利の状況に合わせ、国税の延滞金、利子税、還付加算金の率の引

き下げが行われました。地方税についても同様の見直しが行われたことから、税に

準じている延滞金等についての見直しを行うものでございます。また、これに合わ

せて、一部字句の訂正も含んでございます。 

 次の８ページをお願いいたします。 

 御代田町税外収入金の督促及び滞納処分に関する条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町税外収入金の督促及び滞納処分に関する条例の一部を、次のように改正

する。 

 第５条第２項中「事由」を「事情」に改める。 

 第５条の２を次のように改める。 



２５ 

 当分の間、第５条第１項に規定する延滞金の年１４．６％の割合及び年７．３％

の割合は、これらの規定にかかわらず、各年の特例基準割合（当該年の前年に租税

特別措置法第９３条第２項の規定により、告示された割合に、年１％の割合を加算

した割合をいう。以下この項において同じ。）が年７．３％の割合に満たない場合に

は、その年（以下この項において「特例基準割合適用年」という。）中においては、

年１４．６％の割合にあっては当該特例基準割合適用年における特例基準割合に年

７．３％の割合を加算した割合とし、年７．３％の割合にあっては当該特例基準割

合に年１％の割合を加算した割合（当該加算した割合が年７．３％の割合を超える

場合には年７．３％の割合）とする。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の御代田町税外収入金の督促及び滞納処分に関する条例第５条の２の

規定は、平成２６年１月１日以降の期間に対応するものについて適用し、同日前の

期間に対応するものについては、なお従前の例による。 

とするものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 次の９ページに新旧対照表がございますので、後ほどご覧をいただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第９ 議案第６５号 御代田町後期高齢者医療に関する条例の 

一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第９ 議案第６５号 御代田町後期高齢者医療に関する条例



２６ 

の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） それでは、議案書の１１ページをお願いいたします。 

 議案第６５号 御代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例案

について 

 御代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提

出するものでございます。 

 この改正でございますけれども、この前に企画財政課長が説明いたしました税外

収入金の督促及び滞納処分に関する条例の一部改正と同じ内容でございます。 

 平成２５年度税制改正により、現在の低金利の状況に合わせての延滞金の引き下

げ、これに伴い、御代田町後期高齢者医療に関する条例の附則第３条の一部改正を

行うものでございます。 

 １２ページをお願いいたします。 

 御代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町後期高齢者医療に関する条例の一部を、次のように改正する。 

 附則第３条を次のように改める。 

 当分の間、第７条第１項に規定する、このこれ以下の改正文につきましては、税

外収入金の督促及び滞納処分に関する条例と同じでございます。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の御代田町後期高齢者医療に関する条例附則第３条の規定は、平成２６

年１月１日以後の期間に対応するものについて適用し、同日前の期間に対応するも

のについては、なお従前の例による。 

ということでございます。説明は以上でございます。 

 ご審議の上、お認めいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 



２７ 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１０ 議案第６６号 御代田町児童福祉施設事業運営委員会 

設置条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１０ 議案第６６号 御代田町児童福祉施設事業運営委員

会設置条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 尾台清注町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） それでは、議案書の１４ページをお開きください。 

 議案第６６号 御代田町児童福祉施設事業運営委員会設置条例の一部を改正す

る条例案について、ご説明いたします。 

 次の１５ページをお願いいたします。 

 御代田町児童福祉施設事業運営委員会設置条例の一部を改正する条例（昭和４０

年御代田町条例第２号）の一部を、次のように改正するということで、今回の改正

は、平成２４年８月、子ども子育て関連３法が公布され、それに基づく新たな支援

制度が平成２７年度から開始されることに伴い、支援法の第７７条に対応するため、

運営委員会設置条例の一部を改正するものです。具体的には、新たな構成員を追加

し、定数を変更するものです。 

 次の１６ページ、新旧対照表をご覧ください。 

 第３条は、定数並びに任命について規定されておりますが、１項の定数を８名か

ら１０名以内とし、第５号として新たに私立児童福祉施設を代表する者２名以内を

追加するものです。 

 附則といたしまして、この条例は公布の日から施行する。というものです。 

 説明は以上でございます。 

 よろしくご審議をお願いいたします。 
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〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１１ 議案第６７号 御代田町公共下水道事業受益者負担に関する 

条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１１ 議案第６７号 御代田町公共下水道事業受益者負担

に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の１７ページをご覧ください。 

 議案第６７号 御代田町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正

する条例案について 

 御代田町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例を、別紙

のとおり提出いたします。 

 本条例の一部改正案につきましては、先ほどの議案第６４号 御代田町税外収入

金条例の一部改正案及び議案第６５号 御代田町後期高齢者医療条例の一部改正

案と同様に、地方税法の一部改正に準じて、延滞金の率を引き下げるものでござい

ます。 

 上位法であります、都市計画法の規定によりまして、率が若干違いますが、一部

改正の趣旨は同様でございます。 

 それでは、次の１８ページをご覧ください。 

 御代田町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例（案） 

 御代田町公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を、次のように改正する。 

 １３条第１項中「年１００分の１４．５」を「年１４．５％」に、「年１００分

の７．２５」を「年７．２５％」に改め、同条第２項を次のように改める。 
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 ２項につきましては、先ほどの件と同様の文言でございます。ただし、説明しま

したとおり、率が、１４．６％が１４．５％、７．３％が７．２５％と、上位法で

あります都市計画法に規定されているとおり、若干の差がございます。 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２６年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の御代田町公共下水道事業受益者負担に関する条例第１３条第２項の

規定は、平成２６年１月１日以後の期間に対応するものについて適用し、同日前の

期間に対応するものについては、なお従前の例による。 

 次の１９ページ、２０ページは、新旧対照表でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１２ 議案第６８号 平成２４年度御代田町一般会計歳入歳出 

決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１２ 議案第６８号 平成２４年度御代田町一般会計歳入

歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の２１ページをお願いいたします。 

 議案第６８号 平成２４年度御代田町一般会計歳入歳出決算の認定について、ご

説明をいたします。 

 別冊の決算書の６ページから１３ページまで、歳入・歳出決算書 款項別集計表
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についての説明をいたすわけですが、これにつきましては、まとめたものがお手元

の資料番号２となってございます。そちらをご覧いただきながら、説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 それでは、平成２４年度の決算について説明をいたします。 

 決算総額等の昨年との比較等々につきましては、先ほどの町長あいさつとも重複

いたしますので、細部の概略についてご説明をさせていただきます。 

 まず歳入でございます。資料の１ページでございますが、科目構成比別に見ます

と、款１の町税が３５％、款１０の地方交付税２２．７％、款２１の地方債１５．４％、

款１４の国庫支出金８．３％、款１５、県支出金５．７％の順となり、町税で６．２

ポイント、地方交付税で４．１ポイント、地方債５．４ポイント、県支出金で０．５

ポイント増加しておりまして、逆に国庫支出金で９．５ポイント減少しております。 

 自主財源でございます町税、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金、繰入

金、繰越金、諸収入の合計は、２７億２，８１６万１，０００円ということで、構

成比が４３．５％、前年度は４４．８％でございまして、前年に比べ、７億５，４７９

万５，０００円減少してございます。 

 また、依存財源でございます地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、ゴ

ルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方交付税、交通安全対策特別交付金、

地方特例交付金、国・県支出金、地方債等の合計も、３５億３，９７０万１，０００

円で、構成比では５６．５％、前年は５５．２％でございましたので、前年度に比

べて７億３，８１６万８，０００円減少してございます。 

 以上のとおり、自主財源、依存財源ともに大きく減額となってございまして、自

主財源につきましては、平成２３年度に中学校建替基金等の繰り入れを実施したこ

と、それから依存財源につきましては、まちづくり交付金を始めとする国庫支出金

の減額が主要因となってございます。 

 歳入の主なものの増減理由でございますが、町税は総額２１億９，３８３万

１，０００円で、前年比４，４３８万１，０００円。率にして２％減少してござい

ます。年少扶養控除廃止等による個人住民税の税収増はございましたが、依然とし

て景気回復傾向にございません。法人町民税の減額や土地評価の下落や評価替えに

より、固定資産税で７，１６５万３，０００円、都市計画税で８５４万６，０００

円減となったことによります。 
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 なお、徴収率の方ですが、昨年に比べて減免で６ポイント、全体で１．５ポイン

トの上昇ということで、昨年度に引き続き、大きな伸びとなってございます。 

 次に、地方譲与税でございます。６，９１６万７，０００円。前年度が７，２５２

万５，０００円でございましたので、前年比で３３５万８，０００円、４．６％減

少してございます。内訳としましては、自動車重量譲与税が３７５万６，０００円、

７．２％減少いたしまして、揮発油譲与税につきましては３９万８，０００円、２％

増加しております。 

 飛ばしまして、ゴルフ場利用税交付金でございます。２，０８２万円で、前年比

１８万７，０００円、０．９％増加いたしました。大浅間ゴルフ倶楽部では１３万

７，０００円の減少。グランディ軽井沢ゴルフ倶楽部では３２万４，０００円増加

してございます。 

 次に、地方交付税でございますが、１４億２，３２３万８，０００円で、前年比

２，０４６万９，０００円、１．４％減少しました。内訳といたしましては、普通

交付税で８万３，０００円増額、特別交付税が２，０５５万２，０００円、１４．９％

減少しました。 

 普通交付税については、基準財政需用額の増が基準財政収入額の増を上回ったも

のの、臨時財政対策債振替額が増えたことにより、交付税は前年度とほぼ同額とな

ってございます。 

 特別交付税につきましては、法人町民税修正分の交付が２，１３１万８，０００

円の減額になったことによるものでございます。この結果、財政力指数は０．５７８、

前年が０．６０６ということで、若干財政力指数は落ちてございます。 

 分担金・負担金でございます。９，８３４万９，０００円で、前年比２６１万

１，０００円、２．７ポイント増加しております。管外保育の負担金、それから一

時保育負担金の増額によるものです。また、主な負担金徴収率は、保育料現年分で

９８．５％と、こちらは１ポイント減少となってございます。 

 資料の２ページをお願いいたします。 

 使用料・手数料は、８，１２３万７，０００円で、前年比３５２万８，０００円、

４．２％減少いたしました。上の林霊園の墓地永代使用料の減が主要因でございま

す。 

 主な使用料の徴収率でございますが、住宅使用料で現年度９８．５％と、０．５
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ポイント増加となってございます。 

 国庫支出金は５億２，２１０万円で、８億５，６４１万１，０００円、６２．１％

減少しております。まちづくり交付金６億５，４０４万１，０００円や地域介護福

祉空間整備等施設整備交付金９，６４０万円の減が主要因でございます。 

 県支出金は３億５，９２８万６，０００円で、前年比４，０７１万７，０００円、

１０．２％減少してございます。産地再生施設緊急整備事業補助金３，２３３万

６，０００円などの増はございましたけれども、緊急雇用創出事業補助金１億

４，８８９万７，０００円の減で、大幅の減となってございます。 

 次に財産収入につきましては１，３６３万９，０００円で、前年比１７８万円

１１．５％減少しております。財政調整基金などの基金利子の減少によるものでご

ざいます。 

 繰入金でございますが、３，９３５万３，０００円で、前年比５億８，３４７万

２，０００円減で、９３．７％減少してございます。これは基金の中学校建替基金、

それから総合文化会館建設基金を廃止したことによって、繰り入れを行ったもので

ございますが、これが２４年度はございませんでしたので、大幅な減となってござ

います。 

 地方債でございますが、９億６，６１０万円で、前年比１億８，９３０万円、

２４．４％増加してございます。 

 緊急防災・減災事業債１億４，４１０万円、まちづくり交付金事業債１億２，５６０

万円の増によるものでございます。 

 その他で、前年度を上回った収入といたしましては、地方消費税交付金１１９万

２，０００円０．９％、自動車取得税交付金４５６万６，０００円３３％、諸収入

３，５８４万８，０００円２８．４％増などとなってございます。 

 前年を下回った収入でございますが、利子割交付金が１０８万円２１．３％、配

当割交付金が２０万２，０００円７．１％、株式譲渡所得割交付金２９万２，０００

円３２．５％、地方特例交付金１，０９１万１，０００円４８．５％、繰越金１億

６，０１５万３，０００円５３．５％が、それぞれ減少となってございます。 

 歳入につきましては、以上です。 

 次に資料の３ページをお願いいたします。歳出の状況でございます。 

 科目構成比別に見ますと、款３、民生費２４．４％。款８、土木費１８．８％。
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款２、総務費１６．１％。款１２、公債費１２．１％。款１０、教育費８．３％の

順となり、昨年度に比べて民生費で４．３ポイント、土木費で２．７ポイント、公

債費で０．１ポイント増加し、逆に総務費、教育費で４．９ポイント減少してござ

います。 

 歳出の主な増減理由について申し上げます。 

 議会費は８，１３０万８，０００円で、９３７万９，０００円、１０．３％減少

してございます。地方議会議員年金制度の廃止に伴う議員共済会負担金９６４万

１，０００円の減によるものでございます。 

 次に総務費でございますが、９億５，３８２万８，０００円で、前年比６億

２，０２８万６，０００円、３９．４％減少してございます。これにつきましては、

２３年度に新たに設置しました役場庁舎整備基金の積立金と、財政調整基金がそれ

ぞれ減額したことによるものでございます。 

 民生費は１４億４，４８９万７，０００円で、前年度比６，５９８万３，０００

円、４．４％減少してございます。障害者自立支援給付費３，３８８万６，０００

円の増はございましたけれども、地域介護福祉空間整備事業関係で１億２，１１７

万４，０００円の減額や、児童手当の月額支給額が変更になったことによる３，３９８

万円の減等によるものです。 

 衛生費につきましては、４億４，７６５万９，０００円で、前年度比５，４３５

万１，０００円、１３．８％増加してございます。こちらにつきましては、佐久広

域連合佐久医療センター整備負担金４，４４６万１，０００円が新たに増えたこと

によります。 

 労働費におきましては、１０３万８，０００円で、前年度比１０７万８，０００

円、４６８．７％増加してございます。こちらにつきましては、雇用促進事業補助

金が９０万円、佐久高等職業訓練校補助金が１７万８，０００円増加したことによ

ります。 

 農林水産業費は、２億８，５５４万４，０００円で、前年度比８，０５４万円、

２２％減少しました。 

 歳入でも申し上げましたが、産地再生関連施設緊急整備事業費３，２３３万

６，０００円や、鳥獣被害防止柵設置工事６７６万２，０００円の新規事業による

増額がございましたが、森林公園排水路改良工事等を実施したまちづくり交付金事
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業が１億１，８６５万８，０００円減少したことが主要因でございます。 

 商工費でございますが、６，４９３万２，０００円で、前年比１，４６６万

７，０００円、１８．４％減少しました。こちらは、工業振興補助金が６，９７５

万円減額になったことや、２３年度に実施しました龍の舞い補助金１１６万円、観

光案内板設置工事１１３万４，０００円等が減少したことなどによります。 

 土木費は１１億１，００３万８，０００円で、前年比９，７５１万９，０００円、

８．１％減少してございます。 

 緊急防災・減災事業として新規に実施した避難路整備１億２，９５７万９，０００

円の増額や、公共下水道特別会計繰出金２，１２３万９，０００円の増額はござい

ましたが、地方道整備事業、緊急雇用創出事業関連、公園整備工事等々の減により

まして、全体としては減少となりました。 

 消防費は、３億４５１万２，０００円で、前年比７，８８０万６，０００円、

２０．６％減少してございます。こちらにつきましては、２３年度施行した緊急告

知システム整備工事９，３１１万４，０００円の減額が主要因でございます。 

 教育費でございます。４億９，１６５万４，０００円で、前年比５億２９万

１，０００円、５０．４％減少してございます。中学校旧校舎の解体や、グラウン

ド整備工事などを行った中学校建替事業３億２，１８３万７，０００円の減、教育

施設整備基金積立金の１億９，９５０万円の減額が要因でございます。 

 災害復旧費は１，３６５万２，０００円で、前年比７５８万４，０００円１２５％

増加してございます。いずれも町単独の災害復旧費で、農林水産業施設が３４１万

２，０００円、公共土木施設費が４１７万２，０００円、それぞれ増額となってご

ざいます。 

 公債費は、７億１，６４９万２，０００円で、前年比１億８，１３５万２，０００

円、２０．２％減少してございます。平成２３年に１５年償還の１０年目に借り換

えを予定していたエコールみよたの建設事業債につきまして、これを借り換えを行

わずに全額償還したために、大きく減額となってございます。 

 次に、決算書の１４ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳入歳出差引額でございますが、３億５，２０３万７，９９４円という状況です。

うち、基金繰入金として、１億７，０００万円を基金に繰り入れをしてございます。 

 以上が決算の概要でございます。 



３５ 

 次に、１９８ページをお開きいただきたいと思います。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 歳入総額が、これは１，０００円単位になってございます、６２億６，７８６万１，

０００円。歳出総額が５９億１，５８２万３，０００円。歳入歳出差引額が３億５，

２０３万７，０００円。４の、翌年度へ繰り越すべき財源といたしまして、繰越明

許費繰越額が２，０３７万１，０００円でございます。５の実質収支が、これは歳

入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき額を引いたものでございますが、３億３，

１６６万６，０００円。このうち、６番の実質収支額のうち、地方自治法第２３３

条の２の規定による基金繰入額、これが１億７，０００万円でございまして、次年

度繰越額は実質収支から基金繰入額を引いた１億６，１６６万６，０００円となり

ます。 

 決算書の３９４ページ以降に、決算に関する説明資料がございます。地方公共団

体の会計では、個々の団体ごとに各会計の範囲が異なりますことから、市町村との

財政比較や統一的な掌握を可能にするため、地方財政統計上で統一的に用いられる

会計区分といたしまして、普通会計というものがございます。当町で申しますと、

一般会計、住宅新築資金貸付特別会計と小沼地区財産管理特別会計を合わせたもの

で、ここの町の普通会計の全容を対外的に示すものでございます。この普通会計で

の決算は、３会計を単純に合算するのでなく、会計間の重複を調整しておりますの

で、３会計ごとの決算から簡単にその額を求めることができませんし、一般的には

理解しにくい状況がございます。また、一般会計がこの普通会計に占める割合が

９９．９％以上、つまり、他の２会計を合わせても０．１％に満たないという状況

でございますので、この資料では、一般会計に特化した説明とさせていただいてお

ります。なお、このうち、１１ページから１５ページまでの帳票と、皆様方のお手

元に配付してございます資料番号３の、この１枚のＡ４、平成２４年度決算状況に

ついては、ただいま申し上げました普通会計での決算の数値で作成しております。で

すから、決算書の数値とは直接結びついてまいらない部分が多々ございますので、そ

の点だけご承知おきをいただきたいと思います。説明については以上です。よろし

くご審議の上、お認めいただきますようお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 



３６ 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 池田健一郎議員。 

（１０番 池田健一郎君 登壇） 

〇１０番（池田健一郎君） 議席番号１０番、池田健一郎です。 

 決算の中で、農業総務費の中で、町内あちこちで鳥獣被害が報じられている中で、

いち早く宮平の地域に防護柵、これを設置されて当初注目されたわけですけれども、

この設置の結果、どのような効果が得られたのか、ご説明いただければと思います。 

〇議長（笹沢 武君） 飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） それではお答えします。 

 豊昇宮平地区に設置した鳥獣被害防止柵の効果についてということですが、鳥獣

被害防止柵設置前には、イノシシやシカの侵入等が頻繁に見られ、野菜の被害は甚

大でしたが、２５年３月に被害防止柵を設置しました。その設置柵内に町道がある

ため、すべてを囲むことはできず、その対応として、センサーで感知し、音を発す

る器械を設置し、対応しております。すべての鳥獣の侵入を防ぐことはできません

が、多少の侵入形跡はあるものの、野菜の被害は減少している状況でございます。

以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 池田健一郎議員。 

〇１０番（池田健一郎君） 大変効果があったというふうな報告です。これを足掛かりに、

町内各所でこういったものが設置されるような方向になればと思い、質問いたしま

した。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

 市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇） 

〇１２番（市村千恵子君） 議席番号１２番、市村千恵子です。 

 １点お聞きいたします。 

 決算書の１４３ページであります。土木費の中の都市計画総務費の住宅リフォー

ム補助金９９９万６，０００円とありますけれども、この工事実績内容と、それか

ら経済効果はどうだったのか、それについてお願いします。 

〇議長（笹沢 武君） 荻原建設課長。 



３７ 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） お答えいたします。 

 決算書のページ数ですが、１４５ページではないかと思いますが、お願いいたし

ます。 

 お答えいたします。 

 平成２４年度の住宅リフォーム補助金の実績につきましては、申請件数の合計が

５８件ございました。うち、リフォーム中止による申請の取り下げが１件ありまし

て、交付件数は５７件となっております。リフォームの内容につきましては、屋根

が６件、外壁が５件、浴室、台所等の水回りが４件、窓が２件、サンルーム等のそ

の他が３件、これらの複合での申請が３７件と、多種多様なリフォームが施工され

ました。 

 経済効果につきましては、補助金の交付総額９９９万６，０００円に対しまして、

消費税抜きの工事費の総額が７，５６４万９，０００円のリフォームが実施されま

したので、約７．６倍の効果があったものと考えております。 

 参考までに、現時点における町内登録業者数につきましては、個人経営も含めま

して３８業者となっております。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 市村千恵子議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 大変すみません、３８業者登録の中で、施工業者はどのぐら

いありましたでしょうか。それをちょっと、何軒が施工したのか。 

〇議長（笹沢 武君） 荻原建設課長。 

〇建設課長（荻原 浩君） その３８軒の中のすべてが２４年度中に施工したかというよ

うな状況ではありません。ただ、ちょっと具体的にそのうちの何社が施工したかと

いうのは、ちょっと今、資料、数字を持ち合わせておりませんので、後でお知らせ

したいと思います。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 市村議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 終わります。 

〇議長（笹沢 武君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 



３８ 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午前１１時０９分） 

（休 憩） 

（午前１１時２３分） 

〇議長（笹沢 武君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 議案上程中でありますが、荻原建設課長より発言を求められておりますので、こ

れを許可いたします。 

 荻原建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 先ほどの市村議員のご質問に対して、軒数をお答えいたしま

す。平成２４年度合計で３７件の施工が行われたわけですが、それを実際に施工し

た業者につきましては、３２社でございます。以上です。 

 

－－－日程第１３ 議案第６９号 平成２４年度御代田町御代田財産区特別会計 

歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１３ 議案第６９号 平成２４年度御代田町御代田財産区

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の２２ページをお願いいたします。 

 議案第６９号 平成２４年度御代田町御代田財産区特別会計歳入歳出決算の認

定について、ご説明いたします。 

 決算書の３０７ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２４年度御代田財産区特別会計歳入歳出決算書でございます。 

 次のページをお願いいたします。歳入・歳出決算書 款項別集計表でございます。

歳入。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入。収入済額が７２１万８，５０２円。こち

らにつきましては、基金利子が１万８，５０２円。土地貸付料ということで、ハー

トピアが７００万円、雪窓保育園が２０万円でございます。 



３９ 

 款１、項２、財産売払収入でございますが、収入済額３０万３，８００円でござ

います。これは山ノ神地籍４９平米を売却したものでございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。収入済額１，１８０万円。財政調整基金から

の繰り入れでございます。 

 款３、繰越金。項１、繰越金でございますが、収入済額で７１万１，５２６円、

前年度からの繰越金でございます。 

 諸収入は収入がございませんでした。 

 歳入合計が２，００３万３，８２８円でございます。 

 次の３１０、３１１ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費でございますが、支出済額が１，９０４万

３，８３２円でございます。この内訳でございますが、財産区有林管理委託料とい

うことで、４００万円。５０万円×８区でございます。財産区有林の草刈委託料と

いうことで、６４０万円、８０万円×８老人クラブでございます。繰出金が７００

万円、一般会計への繰り出しでございまして、楽器補助に充てたものでございます。

その他委員報酬、旅費等でございます。予備費の充当はございませんでした。 

 歳出合計が１，９０４万３，８３２円ということでございます。 

 次の３１２ページをお願いいたします。歳入歳出差引残額が９８万９，９９６円

でございます。 

 こちらの決算につきましては、８月２３日の御代田財産区管理会で同意をいただ

いてございます。 

 ３１８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

 こちらも１，０００円単位でございます。歳入総額が２，００３万３，０００円。

歳入歳出総額が１，９０４万３，０００円。歳入歳出差引額が９８万９，０００円

でございます。翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支で９８万

９，０００円ということでございます。これが次年度の繰越金ということになりま

す。説明は以上でございます。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



４０ 

 挙手、質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１４ 議案第７０号 平成２４年度御代田町小沼地区財産管理 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１４ 議案第７０号 平成２４年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の２３ページをお願いいたします。 

 議案第７０号 平成２４年度御代田町小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算

の認定について、ご説明を申し上げます。 

 決算書の２１１ページをお願いいたします。 

 平成２４年度小沼地区財産管理特別会計歳入歳出決算書でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 歳入・歳出決算 款項別集計表でございます。歳入。 

 款１、財産収入。項１、財産運用収入。収入済額が５万５，３４７円。基金利子

と土地貸付料でございます。 

 款１、財産収入。項２、財産売払収入でございますが、１８万３５０円。塩野区

内専用地として、３６平米分でございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。５９０万円でございます。基金からの繰り入

れでございます。 

 款３、項１、繰越金。４１万８，２０８円。前年度からの繰り越しでございます。 

 諸収入は歳入ございませんでした。 

 歳入合計が６５５万３，９０５円となります。 

 次のページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費でございますが、支出済額が５８７万８，４８３

円でございます。林野管理委託料が２１２万１，０００円。委員報酬が１５万

６，０００円。繰出金が２８０万円等々でございます。 

 予備費の充当はございません。 



４１ 

 歳出合計額が５８７万８，４８３円という状況でございます。 

 次の２１６ページをお願いいたします。歳入歳出差引残額が６７万５，４２２円。

こちらにつきましては、８月３０日に管理委員会を開催し、同意を得てございます。 

 ２２２ページをお願いいたします。実質収支に関する調書でございます。 

 こちらも１，０００円単位でございます。歳入総額が６５５万３，０００円。歳

出総額が５８７万８，０００円。歳入歳出差引額が６７万５，０００円でございま

して、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。実質収支額が同額の６７万

５，０００円となり、こちらが翌年度への繰り越しとなります。説明は以上です。

よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１５ 議案第７１号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１５ 議案第７１号 平成２４年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） それでは、議案書の２４ページをお願いいたします。 

 議案第７１号 平成２４年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出

決算の認定について、ご説明いたします。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付す

るものでございます。 

 決算書の方をご用意いただきたいと思います。 



４２ 

 国民健康保険事業勘定特別会計決算書２２４ページからご説明をいたします。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表ということで説明をさせていただきたいと思い

ます。歳入。 

 款１、項１、国民健康保険税。収入済額が４億３２２万８，２２１円でございま

した。 

 次、款２、使用料及び手数料。項１、手数料でございます。督促手数料として

３８万２，９００円収入がございました。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金でございます。これにつきましては、一般

療養給付費の交付金及び介護、後期高齢者等各負担金の国庫負担金の合計額でござ

います。３億１，０１３万２，１３９円の収入でございました。 

 項２、国庫補助金でございます。これは調整交付金等が主なものになってまいり

ますけれども、６，６１２万３，９５３円、決算でございました。 

 それから、款４、県支出金でございます。項１の県負担金につきましては、高額

医療共同事業負担金等が主になってまいります。１，１４４万３，１５６円。 

 項２、県補助金でございますけれども、こちらは県の財政調整交付金でございま

して、７，８４０万３，０００円、収入がございました。 

 款５、項１、療養給付費交付金でございます。こちらにつきましては、退職者医

療の支払基金からの交付金となっております。１億１８３万７，０００円収入がご

ざいました。 

 款６、項１、前期高齢者交付金。こちらは６５歳から７４歳、国保加入に伴う被

用者保険からの交付がございます。こちらも支払基金からの交付でございますけれ

ども、２億６，１０２万６，４９０万円収入がございました。 

 款７、項１、共同事業交付金でございます。こちら、高額医療費の共同事業交付

金ということで、国民健康保険団体連合会からの交付がございます。１億７，０６４

万４，３０９円収入でございます。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金。一般会計からの事務費等と、基盤安定のた

めの繰り入れでございまして、８，２８５万６，９０８円でございました。 

 款１０、項１、繰越金。前年度からの繰り越しが１億１，２５９万７５７円でご

ざいました。 

 款１１、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料ということで、延滞金でござい



４３ 

ます。４０４万４，０７３円。 

 項２、受託事業収入ということで、特定健診の個別健診の個人負担金でございま

す。２６万６，０００円でございました。 

 項３、雑入。第三者行為納付金等、交通事故等の納付金等で３６万４０５円とい

うことで、歳入合計が１６億３３３万９，３１１円という決算でございました。 

 続きまして２２６ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。支出済額につきましては、３８３万２４８円。

需用費及び電算委託料等でございます。 

 項２、徴税費。賦課徴収費として３２５万９，４５０円。 

 項３、運営協議会費。国保運営協議会というものを組織して、国保の有り方につ

いてご協議をいただいております。こちらの委員報酬として３万７，５００円支出

がございました。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費。先ほど申し上げました一般の療養給付費、

病院への通院及び入院費用でございますけれども、それと療養費、８億７，２９３

万３，２５５円という決算でございます。 

 項２、高額療養費。高額医療に対する給付で１億１，２０４万９，２１５円。 

 項３、出産育児一時金ということで出産に対する補助６７２万３，１５０円。 

 項４、葬祭諸費ということで、こちらにつきましては、言葉のとおりの葬祭に対

する補助金でございまして、５１万円という決算でございました。 

 款３、項１、後期高齢者支援金等でございますが、これは支払基金への後期高齢

者国民健康保険から、御代田町の国民健康保険からの負担金でございます。２億

２，０１９万５，８４３円。 

 款４、項１、前期高齢者納付金でございますけれども、こちらも支払基金への国

保分の負担金でございまして、２３万３，１４８円。 

 款５、項１、老人保健拠出金。こちらも同じでございます。支払基金への負担分

ということで、９，８０２円でございました。 

 それから款６、項１、介護納付金でございますけれども、介護２号保険者、被保

険者の保険料ということで、こちらも支払基金への支払分となってまいって、負担

金となってまいります。１億２５４万２，６８１円。 

 款７、項１、共同事業拠出金。高額と共同安定化事業分の拠出金１億７，２３４



４４ 

万５０３円でございました。 

 款８、保健事業費。項１、特定健康診査等事業費でございますけれども、特定健

診の委託料が主になってまいります。７１１万１，５１９円。 

 項２、保健事業費。人間ドック等の補助金でございます。１，７６９万３，６９３

円。 

 款１０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金。療養給付費国庫負担金の返還

分ということで、４，７８６万６，４１５円の支出でございました。 

 款１１、予備費につきましては、充当はございませんでした。 

 歳出合計、１５億６，７３３万６，４２２円という決算でございました。説明は

以上でございます。よろしくご審議いただきますよう、お願いを申し上げます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１６ 議案第７２号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１６ 議案第７２号 平成２４年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） それでは、議案書の２５ページをお願いいたします。 

 議案第７２号 平成２４年度御代田町介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付するも

のでございます。 



４５ 

 決算書をご用意いただきたいと思います。決算書の３２０ページからご説明をさ

せていただきます。介護保険事業勘定特別会計歳入歳出決算書の３２０ページとい

うことで、説明を始めさせていただきます。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表ということで、歳入でございます。 

 款１、保険料。項１、介護保険料。収入済額が１億７，８６２万４３０円でござ

いました。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金。特定高齢者の予防事業の負担金でござ

います。８９万５，０００円の収入でございました。 

 款３、使用料及び手数料。項１、手数料。督促手数料として３万７，９００円の

収入でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。介護給付費に対する負担金でございます。

１億５，７４０万４，３３８円でございました。 

 項２、国庫補助金。調整交付金と地域支援事業に対する補助金でございまして、

５，５２０万８，０７８円でございました。 

 款５、項１、支払基金交付金でございます。介護給付費に対しまして、２９％支

払基金から交付されるものでございます。２億５，８５７万５，１４８円の収入で

ございました。 

 款６、県支出金。項１、県負担金。介護給付費の県負担分でございます。１億

２，７４１万１，８４７円。 

 項２、県補助金。地域支援事業交付金でございます。８９７万４，４８１円でご

ざいました。 

 款７、財産収入。項１、財産運用収入。基金利子として３万４，２７１円。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。一般会計からの給付費の負担分でございま

す。１億４，２０３万４，０００円でございました。 

 款９、項１、繰越金。前年度からの繰越金が２，３１８万１，０５８円でござい

ました。 

 款１０、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料ということで、延滞金２万

８，８００円の収入でございました。 

 項２、サービス収入ということで、予防プランの作成料として２９１万１，８００

円収入がございました。 



４６ 

 項３、雑入ということで、６４２円の収入でございます。 

 収入合計につきましては、９億５，５３１万７，７９３円ということでございま

した。 

 ３２２ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、項１、総務費ということで、認定調査員の臨時職員、総務賦課費徴収経費

等含めまして、１，４７６万７，５１３円でございました。 

 款２、保険給付費でございます。介護サービス費及び予防サービス費を含んでお

りまして、８億６，６６８万８，８８７円でございました。 

 款３、地域支援事業費。項１、介護予防事業費でございますけれども、特定高齢

者の予防事業経費ということで、１，０７６万２２３円でございました。 

 項２、包括的支援事業任意事業費でございます。包括支援センターの運営経費が

主になっております。２，０２８万１，７７２円。 

 款４、項１、基金積立金につきましては、３０７万１，０００円でございました。 

 款５の諸支出金でございますけれども、こちらにつきましては、３０７万３，１００

円という決算でございました。 

 款６、生活介護支援サポーター養成事業費でございます。サポーターの研修費、

旅費及びバス代等で２１４万９３４円の決算でございます。 

 款７、項１、ボランティアポイント事業費。２７名分のボランティアポイントと

いうことで、１４万４，６００円の支出でございました。 

 款８、項１、予備費については、充当はございませんでした。 

 款９、地域支え合い体制づくり事業費でございますけれども、ＳＯＳネットワー

ク構築事業及びサロン事業につきまして、社会福祉協議会へ委託いたしまして、

６９７万７，０００円の支出でございました。 

 歳出合計でございますが、９億２，７９０万５，０２９円という決算でございま

す。説明は以上でございます。よろしくご審議いただきますよう、お願いを申し上

げます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 



４７ 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１７ 議案第７３号 平成２４年度御代田町後期高齢者医療 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１７ 議案第７３号 平成２４年度御代田町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） 議案書の２６ページをお願いいたします。 

 議案第７３号 平成２４年度御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定について、ご説明いたします。 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２４年度御代田町後期高齢者医

療特別会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付するもの

でございます。 

 再び決算書のご用意をお願いいたします。決算書３７４ページからご説明をさせ

ていただきます。 

 御代田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書でございます。これの３７４ペ

ージからということで、歳入・歳出決算書 款項別集計表。歳入。 

 款１、項１、後期高齢者医療保険料でございます。７５歳以上の被保険者の医療

保険料ということで、７，８２１万８，５００円でございました。 

 款２、使用料及び手数料。項１、手数料でございます。督促手数料として、３万

４，５００円。 

 款３、繰入金。項１、一般会計繰入金。事務費及び基盤安定、人間ドック補助に

対する繰り入れということで２，８２９万５，０００円の収入でございました。 

 款４、項１、繰越金。前年度からの繰越金は２３６万４，９６８円でございまし

た。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料ということで、延滞金の収入につ

きましては、１万７，１００円でございました。 



４８ 

 項２、償還金及び還付加算金。保険料歳出還付に対する広域連合の補てん分とい

うことで、９００円の収入がございました。 

 項３、雑入でございます。人間ドックに対する特別調整交付金及び健診に対する

連合会支出金等２０８万３，７９７円、収入がございました。 

 歳入合計でございますけれども、１億１，１０１万４，７６５円でございました。 

 ３７６ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。納入通知発送等のこれは切手代、役務費とそ

れから委託料等になってまいりますが、１６１万９，７２１円でございました。 

 項２、徴収費。３８万９，８５６円。こちらにつきましては、賦課徴収経費でご

ざいます。 

 それから款２、項１、後期高齢者医療広域連合納付金ということで、１億４３５

万２，０９６円でございました。 

 それから款３、項１、健診事業費。後期高齢者の健診委託料でございますけれど

も、１１５万９，６９６円でございました。 

 項２、保健事業費でございますが、人間ドック補助金につきましては、９７万円

の支出でございました。 

 款４、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金。９００円の支出で、こちらが保

険料が減額補正となったための償還金が生じたということでの支出でございまし

た。 

 款５、項１、予備費でございますけれども、こちらは充当ございませんでした。

歳出合計は、１億８４９万２，２６９円ということでございました。 

 説明は以上でございます。よろしくご審議をいただきますようお願いを申し上げ

ます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 昼食のため、休憩いたします。 



４９ 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午前１１時５７分） 

（休 憩） 

（午後１時３０分） 

〇議長（笹沢 武君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第１８ 議案第７４号 平成２４年度御代田町住宅新築資金等 

貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１８ 議案第７４号 平成２４年度御代田町住宅新築資金

等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の２７ページをご覧ください。 

 議案第７４号 平成２４年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳

出決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２００ページ、２０１ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表でございます。 

 住宅新築資金等貸付事業特別会計。歳入。 

 款１、県支出金。項１、県補助金。収入済額ですが、２２万２，０００円。償還

推進事務費に対します現年滞納繰り越し、それぞれ定額の４分の３が補助でござい

ます。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金。５１３万１，０００円。一般会計より繰り

入れました。 

 款３、繰越金。項１、繰越金。２，１３９円。平成２３年度からの繰越金でござ

います。 

 款４、諸収入。項１、貸付金元利収入。１５０万６，７３２円。年度内に宅地取

得資金２件、住宅新築資金３件、合計５件の完済がございまして、年度末の残りで

住宅改修資金が４件、宅地取得資金が１７件、住宅新築資金が１８件、合計３９件

が年度末現在残っております。なお、現年度分は平成３２年７月が最終納期となっ



５０ 

ております。 

 次の２０２ページ、２０３ページをご覧ください。歳出。 

 款１、土木費。項１、住宅費。支出済額３３万４４円。口座振替手数料、切手、

消耗品等の事務費でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。６５２万８，９５２円。起債元金利息の償還金、

計画どおりの償還額でございます。 

 歳出合計が６８５万８，９９６円でございます。 

 なお、起債につきましては、平成３１年度が完了予定となっております。 

 次の２０４ページをご覧ください。歳入歳出差引残額２，８７５円。平成２５年

度へ繰り越します。 

 続きまして２１０ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 １．歳入総額 ６８６万１，０００円。 

 ２．歳出総額 ６８５万８，０００円。 

 ３．歳入歳出差引額が２，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額が２，０００円となっております。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１９ 議案第７５号 平成２４年度御代田町簡易水道事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第１９ 議案第７５号 平成２４年度御代田町簡易水道事業

特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 



５１ 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の２８ページをご覧ください。 

 議案第７５号 平成２４年度御代田町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認

定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２７４ページ、２７５ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表。御代田町簡易水道事業特別会計、歳入でござ

います。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。収入済額が６９６万１，５００円。主

なものでございますが、新規加入金５１件、１メーター当たり１３ミリから２０ミ

リの一般的なもので１３万６，５００円でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。収入済額が７，５００万３，２００円。

水道料金の現年分と滞納繰越分でございます。現年分の徴収率につきましては、

９７．８１％、前年対比で０．６６ポイントの増加でございます。 

 項２、手数料。１１３万１，３００円。工事手数料及び閉開栓の手数料などでご

ざいます。 

 款３、財産収入。項１、財産運用収入。４万８，０１９円。基金の利息でござい

ます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。３１１万９，７４７円。小沼簡易水道との

案分分及び一般会計から消火栓の管理料の入でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。７３１万５，３５９円。平成２３年度からの繰越

金でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。２万６２６円。水道料金の延滞

金でございます。 

 項２、雑入。１万８，６００円。金抜き設計手数料などでございます。 

 歳入合計が９，３６１万８，３５１円でございます。 

 次の２７６ページ、２７７ページをご覧ください。歳出。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。支出済額が４，０２３万２，８１３円。主な

ものでございますが、浅麓水道からの受水費及び起債の償還などでございます。 

 項２、施設管理料。支出済額が１，０７８万９，６７９円。検針の委託料、西軽

配水池等耐震診断などでございます。 
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 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。支出済額が１，７３７万７，５００

円。長坂受水槽の中央監視設備の設置ですとか、水道管の布設替え、延長で１０６

メートルなどでございます。 

 款３、繰出金。項１、他会計繰出金。１，４５８万８，６７１円。小沼簡易水道

への案分分で、人件費、電算などのものでございます。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。６００万円。基金への積立金でございます。 

 款５、予備費。項１、予備費につきましては、支出がございません。 

 歳出合計が８，８９８万８，６６３円でございます。 

 基金残高につきましては、３９２ページにございますが、平成２３年度末で２億

５，７７０万９，０００円が平成２４年度末６００万円の積み立てを行いまして、

２億６，３７０万９，０００円となっております。 

 次の２７８ページをご覧ください。 

 歳入歳出の差引残額が４６２万９，６８８円。平成２５年度へ繰り越します。 

 続きまして２８８ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 １．歳入総額が９，３６１万８，０００円。 

 ２．歳出総額が８，８９８万８，０００円。 

 ３．歳入歳出差引額が４６２万９，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額で４６２万９，０００円でございます。 

 以上のとおりご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２０ 議案第７６号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道 

事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２０ 議案第７６号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易
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水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の２９ページをご覧ください。 

 議案第７６号 平成２４年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２５４ページ、２５５ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表。小沼地区簡易水道事業特別会計。歳入でござ

います。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。収入済額が５０８万２，０００円。主

なものでございますが、新規加入金３３件、先ほどと同様に１メーター当たり１３

万６，５００円などでございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。８，７９０万５，８５０円。水道料金

の現年分と滞納繰越分でございます。現年分の徴収率につきましては、９８．１１％、

前年度対比で１．１１ポイントの増加となっております。 

 項２、手数料。１１９万２，０００円。工事手数料及び閉開栓手数料などでござ

います。 

 款３、財産収入。項１、財産運用収入。２１万２，４３５円。基金の利息でござ

います。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。１，６５１万６，４７１円。御代田町簡易

水道との案分分及び一般会計から消火栓管理料等の繰り入れでございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。収入済額が１，４２１万１，８４８円。平成２３

年度からの繰越金でございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。７万４，２００円。水道料金の

延滞金及び申請前着手ということで、過料が１件、１万円がございました。 

 項２、雑入。９９万３，５１９円。消費税の還付金６６万２，１００円、東電か

らの損害賠償金２７万４６０円などでございます。 

 歳入合計が１億２，６１８万８，３２３円でございます。 

 次の２５６ページ、２５７ページをご覧ください。歳出でございます。 
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 款１、経営管理費。項１、総務費。支出済額が６，３７０万５８０円。主なもの

でございますが、職員人件費、起債の償還金、委託料などでございます。 

 項２、施設管理費。１，９１７万５，７５６円。検針委託料、水質検査の負担金

などでございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費。２，０３０万７，０００円。寺沢接

合井の中央監視設備の新設並びに舟ヶ沢の管路の布設替え延長で１４９メートル

などでございます。 

 款３、繰出金。項１、他会計繰出金。１９６万７，１４７円。御代田町簡易水道

分への案分分等でございます。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。１，５００万円。基金への積立金でございます。 

 款５、予備費。項１、予備費は支出がございません。 

 歳出合計が１億２，０１５万４８３円でございます。 

 こちらも基金残高、平成２３年末で４億２，８５２万２，０００円でしたが、

１，５００万円の積み立てを行いまして、２４年度末には４億４，３５２万２，０００

円となっております。 

 詳細につきましては、３９２ページに記載されております。 

 次の２５８ページをご覧ください。歳入歳出差引残額６０３万７，８４０円。平

成２５年度へ繰り越します。 

 続きまして、２７２ページをご覧ください。実質収支に関する調書。 

 １．歳入総額 １億２，６１８万８，０００円。 

 ２．歳出総額 １億２，０１５万円。 

 ３．歳入歳出差引額 ６０３万７，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額 ６０３万７，０００円となっております。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 



５５ 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２１ 議案第７７号 平成２４年度御代田町公共下水道事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２１ 議案第７７号 平成２４年度御代田町公共下水道事

業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の３０ページをご覧ください。 

 議案第７７号 平成２４年度御代田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の２９０ページ、２９１ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表。公共下水道事業特別会計。歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。収入済額が２，３９４万４，０００円。

受益者負担金でございます。なお、不納欠損額が５２４万２，５００円。税に準じ

まして、廃業法人、相続人不存在など、１１件でございます。現年分の徴収率は９０．０

１％で、前年と比べまして、１．７３ポイントの増加でございます。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。収入済額が２億７，４３７万３，０６０

円。下水道料金でございます。不納欠損額が３０万６，１８７円、行方不明など１２

件でございます。現年分の徴収率は９６．８８％、前年と比べまして０．３４ポイ

ントの増加でございます。 

 項２、手数料。２８万９，６００円。指定工事店の申請手数料及び督促手数料な

どでございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫補助金。３２０万円。長寿命化計画の策定業務に

関する国庫補助金で、２分の１の補助金でございます。 

 款４、繰入金。項１、他会計繰入金。２億６１８万４，５００円。一般会計より

の繰入金でございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。１，４０８万２，５８６円。平成２３年度からの

繰越金でございます。 



５６ 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。１９９万８，５０２円。料金の

延滞金及び申請前着手等の過料が６件×５万円がございました。 

 項２、雑入。８万６３０円。金抜き設計手数料及び東電からの賠償金でございま

す。 

 款７、町債。項１、町債。１億１，８５０万円。資本費平準化債などでございま

す。 

 歳入合計が６億４，２６５万２，８７８円でございます。 

 次の２９２ページ、２９３ページをご覧ください。歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。支出済額が１億８，６５５万３３０円。主な

ものでございますが、財団法人長野県下水道公社への施設管理委託料ですとか、浅

麓環境施設組合への汚泥処理の負担金、あと電気用長寿命化計画の策定などの経費

でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。４億４，７７７万１，３８４円、起債の元金利息

の償還金計画どおりでございます。 

 款３、予備費。項１、予備費につきましては、支出がございませんでした。 

 歳出合計が６億３，４３２万１，７１４円でございます。 

 次の２９４ページをご覧ください。歳入歳出差引残額が８３３万１，１６４円。

平成２５年度へ繰り越します。 

 続きまして３０６ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 １．歳入総額 ６億４，２６５万２，０００円。 

 ２．歳出総額 ６億３，４３２万１，０００円。 

 ３．歳入歳出差引額 ８３３万１，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額 ８３３万１，０００円でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 
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 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２２ 議案第７８号 平成２４年度御代田町農業集落排水事業 

特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２２ 議案第７８号 平成２４年度御代田町農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の３１ページをご覧ください。 

 議案第７８号 平成２４年度御代田町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の３４８ページ、３４９ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表。農業集落排水事業特別会計。歳入でございま

す。 

 款１、分担金及び負担金。項１、分担金。収入済額が７万８，０７６円。草越・

広戸事業組合からの受益者負担金分でございます。修繕費等の７％と決められてお

ります。 

 款２、使用料及び手数料。項１、使用料。９２８万５３０円。下水道の使用料で

ございます。現年の徴収率が９９．８４％。前年は滞納繰越がなく、１００％だっ

たわけですが、納入遅れが１件ございまして、９９．８４％となっております。 

 項２、手数料。１，６００円。督促手数料でございます。 

 款３、繰入金。項１、他会計繰入金。１，７００万円。一般会計からの繰入金で

ございます。 

 款４、繰越金。項１、繰越金。２３２万５，１６５円。平成２３年度よりの繰越

金でございます。 

 款５、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。２，１００円は延滞金でござい

ます。 

 歳入合計が２，８６８万７，４７１円でございます。 

 次の３５０ページ、５１ページをご覧ください。歳出でございます。 
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 款１、農林水産業費。項１、農地費。支出済額が９６６万２，６０４円、主なも

のでございますが、光熱水費、施設管理委託料、修繕費などでございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。１，６９８万２，２４０円。起債の元金利息の償

還金、計画どおりでございます。 

 款３、予備費。項１、予備費につきましては、支出がございません。 

 歳出合計が２，６６４万４，８４４円でございます。 

 次の３５２ページをご覧ください。歳入歳出差引残額、２０４万２，６２７円。

平成２５年度へ繰り越します。 

 続きまして３６０ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます 

 １．歳入総額 ２，８６８万７，０００円。 

 ２．歳出総額 ２，６６４万４，０００円。 

 ３．歳入歳出差引額 ２０４万２，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額 ２０４万２，０００円でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２３ 議案第７９号 平成２４年度御代田町個別排水処理施設 

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２３ 議案第７９号 平成２４年度御代田町個別排水処理

施設整備事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の３２ページをご覧ください。 
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 議案第７９号 平成２４年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計歳入

歳出決算の認定について、説明いたします。 

 別冊決算書の３６２ページ、３６３ページをご覧ください。 

 歳入・歳出決算書 款項別集計表。個別排水処理施設整備事業特別会計。歳入で

ございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。収入済額が５３２万２，２４０円。

１１１基を管理しておりまして、施設の使用料でございます。現年分の徴収率は

９９．０２％、前年比で０．１６ポイントの減となっております。 

 項２、手数料。１，６００円。これは督促手数料でございます。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金。６００万円。一般会計からの繰入金でござ

います。 

 続きまして、款３、繰越金。項１、繰越金。７０万５，０８９円。平成２３年度

からの繰越金でございます。 

 歳入合計が１，２０２万８，９２９円となっております。 

 次の３６４ページ、３６５ページをご覧ください。歳出でございます。 

 款１、衛生費。項１、保健衛生費。支出済額が５５５万７２４円。主なものでご

ざいますが、施設の管理委託料でございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。５９３万８，２１８円。起債の元金利息の償還金、

計画どおりでございます。 

 款３、予備費。項１、予備費の支出はございません。 

 歳出合計が１，１４８万８，９４２円でございます。 

 次の３６６ページをご覧ください。歳入歳出差引残額が５３万９，９８７円。平

成２５年度へ繰り越します。 

 続きまして３７２ページをご覧ください。実質収支に関する調書でございます。 

 １．歳入総額 １，２０２万８，０００円。 

 ２．歳出総額 １，１４８万８，０００円。 

 ３．歳入歳出差引額 ５３万９，０００円。 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

 ５．実質収支額が５３万９，０００円でございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 
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〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 以上をもちまして、平成２４年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定につ

いての提案理由の説明を終わります。 

 監査委員より、審査意見書が提出されております。 

 監査委員より報告を求めます。 

 泉 喜久男代表監査委員。 

（代表監査委員 泉 喜久男君 登壇） 

〇代表監査委員（泉 喜久男君） 代表監査委員の泉でございます。 

 監査委員を代表いたしまして、平成２４年度決算審査の結果を、ここにご報告申

し上げます。 

 私ども監査委員は、地方自治法第２３３条第２項の規定によって、町長より審査

に付されました平成２４年度御代田町一般会計及び１１の特別会計の歳入歳出決

算審査を実施いたしました。 

 決算審査意見書は、お手元の定例会資料３２ページの次に記載のとおりでござい

ます。 

 決算審査意見書は、第１に審査の概要、第２、審査の結果、第３、決算概況、第

４、審査についての所見の４つから構成されております。第３の決算概況につきま

しては、先ほど理事者側より詳細な説明が行われており、この部分は省略させてい

ただき、第１、第２、第４についてご報告させていただきますことをご了承くださ

い。 

 第１の審査の概要であります。まず、平成２４年度御代田町歳入歳出決算審査の

対象は、御代田町一般会計及び１１の特別会計の歳入歳出決算書及び関係帳簿並び

に証書類で、決算事項明細書、実質収支に関する調書、財産に関する調書を含んで

おります。特別会計の詳細は、決算審査意見書の最終ページの別表に記載してござ

います。これら審査対象について、第一次的には、去る７月２４日から７月２６日
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までの間、事務局による予備審査を行いました。その後、土日を除き、７月２９日

から８月６日まで、私と、当時の議会選出の栁澤監査委員による本審査を行いまし

た。 

 この審査にあたりましては、歳入歳出決算書及び同付属書類について、これらの

決算書は法令に準拠して作成されているか、決算書の計数は正確であるか、予算の

執行は議会の議決の趣旨に沿って適正かつ効率的になされているか、歳入歳出に関

する事務は法令に適合し適正になされているか、財産の管理は適正になされている

か等々の諸点に意を用い、関係諸帳簿及び証書類の視査により照合することといた

しました。 

 さらに、決算関連資料の提出を求め、関係者の説明をも聴取し、必要に応じ、証

券類の実査や金融機関へ取引状況の確認を行いました。 

 なお、定期監査及び例月現金出納検査等の結果も併せ考慮して、審査をいたした

ところであります。 

 第２は、審査の結果であります。 

 ただいま申し上げました審査手続の結果、一般会計及び各特別会計の歳入歳出決

算については、次のとおり正確かつ適正であると認めました。すなわち、第１に、

決算書等の法令順守と正確性であります。審査に付された一般会計及び特別会計の

歳入歳出決算書並びに関係書類は、いずれも法令に準拠して作成されており、その

計数も正確であると認められました。 

 第２は、予算及び事務の執行状況です。予算及び事務の執行並びに財産の管理な

ど財務に関する事務の執行については、適正に処理されているものと認めました。

また、各基金の運用状況を示す書類の計数についても、関係諸帳簿及び証拠書類と

の照合結果も符合しており、いずれも誤りがないものと認められました。 

 以上が、決算審査の概要と結果についてのご報告であります。 

 次に、決算審査等を行いました過程での、私ども監査委員の全般的所見を述べさ

せていただくことになりますが、先日、幹部職員を対象に行いました決算審査講評

を援用し、これに代えさせていただきますことをご了承ください。 

 なお、例年のことではありますが、課ごとの個別の疑問や問題点については、重

要性の原則に鑑み、その都度ご注意申し上げており、その後に改善された事例も少

なくないところであります。重大でない軽微な問題は、いろいろな分野でいろいろ
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とありました。決算審査の場には２万５，０００点以上の歳出関係の伝票が持ち込

まれており、その一部を視査により点検しただけでも、多くの疑問票がありました。

それらの事項が軽微なことだからと放置しておくと、「蟻の一穴」という格言もあ

るように、些細なことでも積もり積もって大きな災いを招くことがあるということ

を心しておくことが肝要である旨を幹部職員にご注意申し上げたところでありま

す。 

 さて、決算審査の所見に先立って、改めて監査をなぜ行うのかという監査の一般

理論について、幹部の皆さんに簡単に申し上げました。 

 職員の中には、自分は日々業務をきちんと行っているのに、何で部外者がああだ

こうだと、なぜ調べるのだと思っている人がいると思います。現に、検査・監査・

審査の過程での質問に対し、まま反駁される職員がいることからも察せられるとこ

ろであります。 

 ご高承のとおり、日本国憲法の前文にあるように、国政は国民の信託によるもの

であります。これと同様に、町政は町民の信託によるものであります。このため、

町政の任にあるすべての関係者は、受託者として信託者である町民に町政の執行結

果を説明する責務、いわゆるアカウンタビリティがあるわけです。この説明責任を

個別の町民に果たすことは現実的に不可能ですから、町民に選任された議員が兼務

する議選監査委員と町民の代理人としての識見監査委員へ業務の執行結果を説明

することで、信託者たる町民への説明責任を果たすことになっているわけでありま

す。したがいまして、町民の付託にこたえるべく、公務員という地位についたとき

から、職務の遂行と並列的に説明責任がついて回るわけです。この説明責任を監査

委員から求められた場合には、職務の遂行上問題があるなしにかかわらず、その義

務の履行を誠実に果たしていただきたいと考えます。 

 この点については、関係者、幹部職員、部下、とりわけ新任職員には、よくよく

周知されるようお願いしたい次第であります。 

 監査の趣旨・目的について、決算審査についての所見として、９点ほどお話しい

たしました。 

 なお、これらの所見が地方自治法第１９９条第１０項の意見ではありませんが、

事の重要性については、当該意見と同様に受け止めていただきたい旨もあわせ、申

し上げました。 
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 第１点目は、危機管理に関することであります。教育委員会、学校関係の監査で

は、３・１１以降の児童生徒にかかわる災害時の対処について、ヒアリングを行い

ました。災害時の対処については、関係者の精神的な留意事項と災害時用備蓄品等

の確保のようなハード面の備えとがあります。教育委員会、小・中学校ともに災害

時の校内待機措置の家族への周知や、児童生徒への災害時の留意事項を知らしめる

など、災害時対策のソフト面での改善充実には、努力をされているようでありまし

た。しかし、予算を伴う災害時備蓄品等の整備は、検討段階にある年度中に実行さ

れることはなく、一日も早い対処を要望したところであります。また、災害時には、

町庁舎にある備蓄品の配給を期待している向きもありますが、３・１１の経験から

も、離れた場所からのデリバリーが可能とは思われず、校内待機を想定した最低限

の災害時備蓄品は、各校舎内等身近に配備する方向性も検討されるべきではないで

しょうか。とりわけ、現在、栄橋の架け替え工事があと１年継続されますので、そ

の間は御代田中学と南小学校は、町役場からの緊急保管物資の配分輸送を期待する

ことはできません。過去の決算審査の講評において「不作為の作為」ということで、

「為すべき者が為さない」ということに対する責任問題について述べました。災害

時備蓄品の確保は、その充実度は別として、その対応は時代の流れでもあります。 

 すべての町民に対する対処に限界はあるとしても、とりわけ多分に弱者でもある

児童・生徒を対象とした災害時校内備蓄品等については、より前向きな取り組みが

不可欠ではないでしょうか。 

 最近の自転車事故賠償事件のように、子どもに自転車運転の危険性を知らしめな

かったこと、すなわち、「不作為の作為」ということで、母親に８，０００万円を

超える賠償判決がありました。町の予算には限りがありますが、職務上不可欠の予

算要求を全くしないということは「不作為の作為」であるとなる可能性がなきにし

もあらずで、福島原発事故のように、転勤・退職後も損害賠償の請求になりません

ことを念の為申し添えたところであります。 

 第２点目は、町の財産に関することです。 

 町では、必要に応じ各種の団体・法人等との関係で、出資をしたり、株式の取得

をしています。その明細書は、決算書の中の「出資金等」という欄に記載されてお

ります。これら出資金等は、本来利益の分配や配当金がありますが、その有無につ

いては、担当課以外、原則としてわかりません。現実に配当金等があれば、担当課
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が入金処理をしますが、分配・配当がない場合には、担当課は特段の措置をとって

いません。しかし、現在、本当に無配当なのかをチェックする体制がありませんか

ら、内部牽制の意味合いからも、収支の総括責任者であります会計管理者は、定期

的に利益の分配や配当の有無について、文書による関係課からの報告を受けること

が必要ではないでしょうか。金融機関との取引残高確認を行うにあたっては、町の

借入金である融資金がない場合には、融資額ゼロの証明書を取り寄せていることに

思いをいたしていただきたい旨を申し上げたところであります。 

 なお、決算書の「出資金等」には「出捐金」も記載されておりますが、出捐金の

多くは、解散時に残余財産があっても出捐者である町に分配されることはありませ

ん。ちなみに、「出捐」というのは、現金等を寄附することである。したがって、

決算書に財産として記載されていても、町にとって清算価値がないことを承知して

おく必要があります。もちろん、解散までの間は出捐により当該出捐先から便益を

受ける権利があることはいうまでもありませんが、今回の決算審査で決算書の出捐

金等の余白に、清算時の返戻金がない旨などを付記されるよう、要望いたしたとこ

ろであります。 

 第３は、物品の管理であります。 

 地方自治法及び当町財務規則に定める「物品」についての諸規定の運用状況、現

実的な規則立案状況について、物品管理の責任者たる会計管理者に現状説明を求め

ました。物品は、備品と消耗品に区分され、その管理は規則等の定めるところによ

り、適切に保管と出納がなされるべきであることはいうまでもありません。これを

受けて、会計管理者は鉛筆、ボールペン、マーキングペンのような事務用消耗品に

ついても、出納記録を作成しております。一般企業でも、年度末に塗料・機械油等

大量に保有する消耗品について棚卸を行い、在庫品を資産計上する例もあります。

しかし、事務用消耗品については、手持ち品の保管管理は行いますが、関係課の請

求により定期的に引き渡しを実施するものの、出納記録までは行いません。これは、

少額消耗品に対する重要性の原則と費用対効果の適用例であります。ちなみに、近

隣市町村では、財務規則を改正し、会計管理者による事務用消耗品等の出納記録を

免除している事例もあります。限られた人的資源について、効率的に活用するため

にルールの再検討をすることも必要ではないかと申し上げたところでございます。 

 第４は、組織に関するものであります。 
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 地方自治法第２条第１５項では、地方公共団体は常にその組織及び運営の合理化

に努めるものとされています。本項についても、監査委員は意を払いつつその監査

職務を遂行するものとされています。 

 さて、昨年の突然の国政選挙により、監査日程の変更をされ、更には１２月定例

議会も通常と異なる日程で開催されることになりました。これは、監査委員事務局、

議会事務局、選挙管理委員会事務局の３事務局を同一人が併任しているためによる

ものです。例えば、事前に予定した定期監査の時間帯に、急きょ、県の選挙管理委

員会から集合がかかり、定期監査を中止せざるを得ませんでした。また、定例議会

も国政選挙に合わせる日程変更を余儀なくされました。更には先般の参議院議員選

挙の影響が決算審査の日程にも影響を与えたところであります。県内の他の町村で

も、３事務局の併任は少ないのではないでしょうか。監査と議会という定期的に実

施される事務を担任する部局が、突発的かつ不可欠の選挙事務を併任することに問

題の起因があるのではないでしょうか。長年、現体制できたとのことではあります

が、改めて地方自治法第２条第１５項を読み直した次第でございます。 

 第５は、領収証と領収書に関するものです。 

 「領収証」と「領収書」には差異があるのでしょうか。代金や手数料を支払った

際にレシートをもらいますが、改めて領収証か領収書か、気にすることはないと思

います。民法第４８６条に支払いをした者が受領者に「受取証書」の交付を請求す

ることができる旨を定めています。領収証と領収書は、この「受取証書」に該当し

ます。 

 平成２４年度の現金出納検査では、会計管理者に「領収証と領収書とに差異があ

るのでしょうか」という質問をしました。なぜこのような質問をしたかというと、

財務規則にこの２つの用語があるからであります。いわゆる役所仕事は法制執務と

いわれるように、日々の業務は、法律や条例等に拘束されることが少なくありませ

ん。条例規則等で使用する用語には特定の意味合いがあり、１つの概念には単一の

用語が使用されなければなりません。領収証と領収書は「受領者」と「受取証書」

の組み合わせからきた用語です。この両者に法的差異がなく、多くは慣行的なもの

で、「証」の方が「書」よりも堅いニュアンスがあるのかもしれません。しかし、

意味合いが同じだからといって、条例や規則で混用するのは適当でなく、どちらか

統一して条例を起案するのが法令担当者の責任であります。 
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 ちなみに、町役場のレジスターで発行されるレシートにも、領収証と領収書があ

ります。速やかに統一すべきである旨を申し上げました。 

 第６は、契約書に関するものです。 

 契約は口頭でも有効ですが、地方自治体では、原則として契約書を作成し、後日

の証拠として保管しています。今回も何通かの契約書を点検しましたが、次のよう

な町保管の契約書がありました。 

 まず、契約書本文の末尾に、本契約書２通を作成し、甲・乙が記名、押印の上、

各自その１通を保有する」と記載されております。更に町名、御代田町と町名は記

載されておりますが、町長印の押印がなされていないのです。これでは、契約成立

要因の押印がなく、契約書未締結の状態になります。これは、契約の相手方が記名

済の契約書２通を作成し、これには相手方のみ当然記名押印はなされています。そ

の１通に町長印を押印して、相手方に返却し、残り１通に町長印を押印することな

く、そのまま保管しているものと思われます。相手方が町長印、町保管の契約書に

町長印を押してあるかどうかを確認することはありませんから、実務上は問題がな

いとはいえ、契約法務の面から妥当とはいえません。 

 なお、長文の契約書の各ページ間に割印として町長印が押されていましたが、町

長印はみだりに押印することなく、昔のように「こより」を使用する必要はありま

せんが、簡易な袋とじにして裏表紙１カ所に町長印を押す、そのようにするべきで

はないでしょうか。町長印は重みがあり、軽々に押印するものではありません。 

 ことのついでに申し上げましたのが、契約書等重要書類に町の所在地を記載する

場合に、「２４６４－２」のように、略記すべきではなく、本来の所在地名を表示

するべきではないでしょうか。 

 ９つのうちの７番目は、外部業者が作成した文書に関するものであります。 

 例月現金出納検査や決算審査では、帳票類の一部をチェックしていますが、まま

変わった伝票があります。２４年度のある請求書の日付の上部に、効力が生ずる「発

効日」という表示がありました。通常は効力を生ずる「発効日」というのは、条約

や法律等に使用されることはありますが、民間の商取引文書では、外国との契約で

ある渉外契約を除き、いままで見たこともありません。仮に効力が生ずる「発効日」

ではなく、請求書を作成した日を意味する「発行日」のミスタイプであるとしても、

請求書の日付に発行日の添え書きをすることも、また通常あり得ないのではないで
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しょうか。当町の取引先には、零細な業者も少なくないと思いますが、通常の商取

引実務をわきまえた業者を選定してもらいたいものです。仮に、業者そのものがし

っかりしていて、単に担当者のミスであるならば、そのような文書は受理するべき

ではなく、差し替えてもらうべきでしょう。 

 なお、納入業者の伝票には、文字が判読できないものや、乱雑な記載のものがあ

ります。伝票を受領する者は、事実関係から伝票の記載内容を見ることなく受け付

けたものと思われます。伝票記載事項も情報であります。情報は当事者だけのため

にあるのではありません。当事者以外の者にも内容が理解できるものでなければ、

伝票を保存する意味がありません。この面からの業者指導もお願いしたところであ

ります。 

 ８番目は、公金外現金の取り扱いについて申し上げました。 

 現金出納検査に関連し、公金外現金の取り扱いについて関係課長によるチェック

機能はなされているかについて、関係者に質問しました。現在、公金外現金の取り

扱いは、各所で慣行的に行われているのが現実であります。いわゆる旅行積立金と

か、懇親会の積立金とか、これが公金外現金に該当します。しかし、制度的に管理

者の正規の指揮命令に行われているとは言い難いのではないかと思います。 

 巷間、新聞・テレビ等に話題になる公共団体等の職員による不正の多くは、この

公金外現金によるものが多いようです。その主要因は、当該現金の収納、保管が特

定の者に任されていることによるようです。一部地方公共団体には、現実を直視し、

善し悪しは別として「公金外現金取扱要領」のような取扱い基準を定め、管理して

いるところもあるようです。ちなみに、最近、当町でも同様の内部規定を定めたと

のことであります。 

 公金外現金は公金でありませんので、その取り扱いの妥当性について、監査委員

に調査権限があるのかやぶさかでない面もあります。他方、権限外としても、その

場合には当該職員の職務専念義務違反という行政監査の面から、何らかの意見を開

示することになるのかもしれません。通常の業務執行はもちろん、公金外現金の取

り扱いにしても、一人の担当者に任せることなく、何らかの内部牽制が必要である

ことは間違いありません。今回の決算審査による多くの担当課は、通帳保管者、印

鑑保管者、押印責任者を別々の者にする等の努力の跡が多くみられたことは、喜ば

しいことであります。ただ、一部の課では、通帳保管者と印鑑保管者が同一人でし
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たので、関係者には速やかに改めるよう指導いたしました。 

 最後は、９番目は、ピンク電話に関する所感を申し上げました。 

 最近、町中で公衆電話を見かけなくなりました。ＮＴＴは費用対効果から、公衆

電話を廃止する傾向にあります。利用度の低下は、携帯電話の普及にあることはい

うまでもありません。町の関係施設からも、いわゆる赤電話がなくなり、ごく一部

にピンク電話が残っています。ちなみに、ピンク電話の正式名称は「特殊簡易公衆

電話」といい、設置者がＮＴＴではなく、この場合は町部局の所有機械で、あれは

約１０万円ぐらいするそうです。設置費用も設置希望者の負担です。ピンク電話か

らは、原則ゼロ発信ができないため、携帯電話への通話もできません。利用者は

１０円で１分通話ができます。設置者は通常の通話料のほかに月額５００円のゼロ

発信不可とするシステム使用料も支払うことになります。今年度の出納検査では、

ピンク電話設置という行政サービスについての費用対効果ではなく、利用度の低い

ピンク電話にかかわる現金管理の面から、会計管理者に質問をしたものであります。

金額の重要性もあり、一定期間ごとの回収と納金処理をしていますが、その期間は

極力短期間にするとともに、ピンク電話の機器自体の保管にも意を払う必要があり

ます。更に、現金管理の面からも、この行政サービスの継続については再考が必要

ではないでしょうか。このピンク電話について、費用対効果と廃止した場合のサー

ビス低下について、携帯電話を持たない人の便益について、配慮すべきという見方

もあります。しかし、行政は限られた予算を効率的に使用する義務もあります。友

人・知人の好意に頼るという助け合い、共助も必要ではないでしょうか。 

 以上、９項目の決算審査の所感を申し上げ、今一点、監査以前の心得として幹部

の皆様にお願いしたことがございます。即ち、決算審査講評の席に出席される皆さ

んは、部下を抱えるリーダーシップであります。リーダーには当然のことながら、

リーダーシップが備わっていなければなりません。それでは、リーダーシップとは

何なのでしょうか。 

 東京の大型書店へ行くと、数えきれないくらいのリーダーシップ論の書籍があり

ます。抽象的には、我が国の代表的な国語辞書、広辞苑の説明にある、指導者とし

ての資質・能力・統率力に要約されるのではないでしょうか。しかし、現実には、

抽象的な指導者という資質・能力・統率力ではなく、日常業務において率先する範、

垂範、すなわち、部下に先立って日々模範を示すことではないでしょうか。幹部の
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皆さんには、是非とも関係する部下から、将来自分がこのような管理者になりたい

と嘱望されるように、日々業務に邁進されますことをお願いしまして、仕事に邁進

するにあたっては、周囲の部下の皆さんのその仕事ぶりを通じて、資質・能力・統

率力、更には決断力を日々見せてあげてほしいと思います。そして、部下を引っ張っ

て、一緒に町行政の発展と町民益への貢献を目標に、前に進んでくださるようお願

いしたところであります。 

 以上をもって、決算審査意見のすべてを終了いたしますが、議員の皆様に最後に

お願いがございます。 

 それは、平成２３年度から滞納整理を広域的組織で対処するべく、長野県地方税

滞納整理機構という組織が発足いたしました。監査制度についても、現在総務省で

は、監査委員制度に代わる広域的組織での市町村の監査を行うべく検討中でありま

す。その実現には、なお相当の日時を要すると思われますが、それまでは現行の監

査委員制度が維持されます。この監査委員制度が維持・充実するためには、議員の

皆様による、条例や予算の審議による事前統制としての行政のチェックが不可欠で

あり、私ども監査委員は、条例の適正な運用や予算の適正な執行を、事後統制とし

てチェックいたします。議会の皆様と監査委員とは、いわば車の両輪として、町民

の付託にこたえたく、ここに皆様のご協力をお願いし、決算審査の報告を終わらせ

ていただきます。 

 ありがとうございました。ご清聴に感謝をいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、監査委員からの報告を終わります。 

 

－－－日程第２４ 議案第８０号 平成２５年度御代田町一般会計補正予算案 

について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２４ 議案第８０号 平成２５年度御代田町一般会計補正

予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書３３ページをお願いいたします。 

 議案第８０号 平成２５年度御代田町一般会計補正予算案について、ご説明をい



７０ 

たします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億７，７９６万４，０００円を

減額し。 

 大変申しわけございません、この記載が減額となってございますが、増額の誤り

でございます。申しわけございません。訂正をお願いいたします。 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億７，７９６万４，０００円

を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６１億３，０６９万１，０００円

とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は「第２表 地方債補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 ２ページ、３ページ、４ページとございますけれども、これにつきましては、お

手元の資料番号４でご説明をさせていただきますので、そちらをご準備いただきた

いと思います。 

 それではご説明申し上げます。 

 大きな金額のものだけ説明をさせていただきますので、ご了解いただきたいと思

います。 

 平成２５年度一般会計補正予算（第３号）でございます。歳入。 

 款１０、地方交付税。項１、地方交付税でございますが、普通交付税の確定によ

りまして、３，６２１万８，０００円の増額をお願いするものでございます。 

 款１４、国庫支出金。項１、国庫負担金でございますが、子ども手当負担金過年

度分ということで、４１２万円の増額等々で４６７万円の増額をお願いするもので

ございます。 

 項２、国庫補助金でございます。まちづくり交付金で６，７１１万４，０００円
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の減。地域の元気臨時交付金で７，７９４万２，０００円の増等で、２，１２６万

６，０００円の増額です。 

 少し飛びまして、款１５、県支出金。項２、県補助金でございます。安心こども

基金事業補助金で１，８２６万９，０００円の減。これは杉の子幼稚園で未満児保

育の施設を建設する際の補助金ということでございましたが、これが総合こども園

の認定を受けないとこの補助金を使えないということで、その選択をあえてなさい

まして、この補助金については返上するということでの減であります。 

 それから、新規就農総合支援事業補助金で３００万円等々で、既定額から１，４８０

万８，０００円を減ずるものであります。 

 款１９の繰越金でございます。前年度繰越金が確定いたしまして、ここで１

億１，１６６万６，０００円の増額をするものでございます。 

 款２１の町債でございますが、臨時財政対策債の借入可能額が確定しまして、こ

こで２，４００万円の増額をお願いし１，８１０万円の増額補正でございます。 

 歳入合計といたしまして、１億７，７９６万４，０００円を増額し、６１億３，０６９

万１，０００円とするものでございます。 

 裏面をご覧いただきたいと思います。歳出でございます。 

 款２、総務費。項１、総務管理費。こちらにつきましては、ふるさと創生基金の

積立金ということで、地方の元気臨時交付金を、町長の招集のあいさつにもありま

したけれども、２６年度使用するためにふるさと創生基金に一時ストックするとい

うことで、積立金として７，２００万円等々で、６，７６２万２，０００円の増額

補正をお願いするものであります。 

 続きまして、民生費でございます。項１の社会福祉費でございますが、福祉空間

整備推進交付金事業で９１０万円の増。介護保険特別会計繰出金で２０６万１，０００

円の増等々で、１，１２６万６，０００円の増額をお願いするものでございます。 

 項２、児童福祉費でございますが、先ほど申しました未満児保育施設の建設補助

金ということで、杉の子に予定しておりました補助金のうち県からのトンネル分

１，８２６万９，０００円を減じまして、トータルで１，８５５万５，０００円の

減額補正をお願いしております。 

 款４の衛生費。項１、保健衛生費でございますが、広域連合の地域医療センター

整備負担金が一応確定してまいりまして、１，２６７万８，０００円の減となりま
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した。これらを受けまして、１，８７３万１，０００円の減額をお願いしてござい

ます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費でございます。収入にもございましたが、新

規就農総合支援補助金が３００万円ということで、これらで２５４万３，０００円

の増額補正でございます。 

 款８の土木費。項２の道路橋梁費でございますが、雪窓向原線の電柱移転補償料

ということで、現在車道側にある電柱を民地側に移したいということの計画でござ

いましたけれども、その事業効果の舗道の関係で、実施を取りやめる方向で予算を

減額いたしました。これによりまして、６，９８４万３，０００円の減額補正でご

ざいます。 

 次のページをお願いいたします。同じく土木費。項４の都市計画費でございます

が、住宅リフォーム補助金で新たに１，０００万円の計上をさせていただいており

ます。これは、動向からして来年の４月からは消費税が８％に上がるのではないか

と。そうしたことで、駆け込みの需要があるという状況の中で、前倒し的な状況で、

今年の予算に計上をしたいということでございます。 

 そのほか、公園整備工事ということで８４０万円。それらで１，８１６万９，０００

円の増額補正でございます。 

 続きまして款９、消防費。項１の消防費でございますが、佐久広域消防本部費負

担金ということで、無線のデジタル化関係でございますが、１，７０４万円という

ことで、トータルで１，８９１万３，０００円の増額補正でございます。 

 大きなもので款１４、項１、予備費で調整をさせていただきました。予備費に新

たに１億７，０３１万２，０００円を増額するものであります。 

 歳入合計、しめて既定額に１億７，７９６万４，０００円を増額し６１億３，０６９

万１，０００円とするものでございます。 

 続きまして、予算書にお戻りいただきまして、５ページをお願いいたします。 

 第２表 地方債補正でございますが、変更でございまして、変わりましたのは、

それぞれの起債の目的ごとに限度額が変わってございます。公共事業等債では、５

億１，１００万円を５億４２０万円に、それから臨時財政対策債で３億２，８００

万円を３億５，２００万円にそれぞれ変更しようとするものでございまして、起債

の方法、利率、償還の方法につきましては、変更ございません。説明は以上でござ
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います。よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村千恵子議員。 

（１２番 市村千恵子君 登壇） 

〇１２番（市村千恵子君） １２番 市村千恵子です。 

 平成２５年一般会計補正予算案、５点についてお伺いしたいと思います。 

 １９ページなのですけれども、款４、衛生費の塵芥処理費の井戸沢最終処分場残

余容量測量委託料が１５万６，０００円減額となっておりますが、この測量結果と

この最終処分場の、どの程度容量があるかということの測定だと思うので、最終処

分場の寿命といいますか、延命といいますか、どのくらい見通せるのかということ

と、同じくその下に井戸沢最終処分場内作業委託料が１５０万円の減額となってい

るわけですけれども、ごみが減ったからかなという思いもありますが、この減額の

理由についてをお願いいたします。 

 続きまして２０ページの農林水産業費の中の、農業振興費。先ほども説明、大き

なものということで説明がございましたけれど、新規就農総合支援補助金というの

が３００万円ついておりますけど、この新規就農者というのは、どういう方が対象

になって、何名くらいを予定されているのか。 

 次が、２３ページの土木費です。今も提案理由の説明がございました土木費の都

市計画総務費の住宅リフォーム補助金、来年消費税が８％になるのではないかとい

う中での駆け込み需要が見込めるということで、１，０００万円増額補正というこ

とでありますけれども、この内容について申請などはいつからを予定しているのか、

この計画についてをお願いしたいと思います。 

 次、２４ページです。同じく土木費の中の公園管理費の公園施設整備工事８４０

万円というふうにありましたけれども、これはどこの公園で、整備内容はどういう

ものなのかについてお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 尾台町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） お答えいたします。 



７４ 

 今回の減額は、事業完了及び入札差金に伴う減額でございます。まず、井戸沢最

終処分場の残余容量の測量につきましては、一般廃棄物の最終処分場及び最終処分

場にかかる技術上の基準を定める省令によりまして、埋め立てができる残余の容量

を把握するために測量を実施しております。測量の結果につきましては、本年、平

成２５年７月の測量で１万１，７６０立方メートルの残余量が確認されました。ち

なみに、昨年、平成２４年７月では、１万１，８４５立方メートルの残余量でした

ので、この１年間で８５立方メートルが埋められたことになります。この測量は、

縦断・横断での測量であり、単年度だけでの埋立量では誤差が生じますもので、平

成２１年３月に測量したデータから計算いたしますと、おおむね平成２１年度から

２５年度までの４カ年で１，６６１立方メートルが埋められたこととなりました。

年平均に換算いたしますと、４１５立方メートルとなります。現在の状況で埋め立

て処分を続けた場合、埋め立て可能年数は、今の１万１，７６０立方メートル割る

ことの４１５立方メートルといたしますと、２８年となります。ですが、これはあ

くまでも過去の平均から計算した理論上の数値としてご理解いただければと思い

ます。なお、このように延命化が図られたことによる、延命化については、いまま

で平成１６年度から最終処分場に搬入される不燃物を分別して鉄くずを資源化し

たこと、そして平成２０年４月から、焼却残渣を井戸沢処分場において埋め立てし

ておりましたけれども、２１年４月から民間の処分場で処理委託したこと、そして

２１年７月、廃プラスチックの破砕機を導入しまして、ごみの減容化を図ってきた

ことによりまして、このようなこととなっていると思います。 

 また、昨年の平成２４年度からは、廃プラスチック類の可燃性の埋め立てごみに

つきまして、埋め立て以外の処理方法を検討するために、民間委託によるサーマル

リサイクルとしまして焼却処理を実施してございます。このようなことによりまし

て延命化の効果が出てきているのかなというふうに考えております。以上です。 

〇１２番（市村千恵子君） 井戸沢の場内作業については。 

〇議長（笹沢 武君） 尾台清注課長。 

〇町民課長（尾台清注君） すみません、申しわけございません。 

 もう１つ、先ほど、井戸沢最終処分場での作業委託ということで、１５０万円と

いうことがございました。 

 これは、作業委託日が決定しております。そういうことの中で、変更する予定も
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ございませんので、既に契約してございますので、１５０万円減額したものでござ

います。 

〇議長（笹沢 武君） 飯塚産業経済課長。 

（産業経済課長 飯塚 守君 登壇） 

〇産業経済課長（飯塚 守君） 新規就農総合支援補助金の内容ということですが、これ

は国の成年就農給付金事業でございまして、経営の不安定な就農初期段階の成年就

農者に対して、成年就農給付金を給付する事業でございます。 

 成年就農給付金の給付要件として、どのような人が対象になるかということです

が、大きく５つの要件がございます。 

 １つ目として、独立自営就農時の年齢が４５歳未満であり、農業経営者となるこ

とについて強い意欲を持っている人。 

 それから、要件２として、要件２では５つの要件がございます。すべての要件を

満たすということで、農地の所有権または利用権を有している人。重要な機械・施

設を自分で所有している又は借りている人。３として、生産物や生産資材等を自分

の名義で出荷・取引している人。４として売上や経費の支出など、経営収支を自分

名義の通帳・帳簿で管理している人。５として、自らの経営に即して、主体的に農

業経営を行っている人。これは新たに農業を行う人ということになります。 

 その上に、また後継者でも、この資金を借りたいという、給付金を要望する人が

いると思います。後継者の場合は、親の経営から独立した部門経営を行う場合、そ

れから親の経営に従事して５年以内に全部継承する場合とあります。 

 それから、要件３として、就農後５年後には農業で生産が成り立つ実現可能な計

画を立てている人ということで、おおむね２５０万円以上の所得が得られる計画と

いうことになります。 

 あと４番目として、市町村が作成する人農地プランに中核となる経営体として位

置づけられていることが必要となります。 

 そのほか、生活費を支給する国の他の事業を受けていない人となります。 

 この事業に対して、途中で農業経営を中止したり、目的達成ができないような状

況になった場合は、給付を停止したり、一部返還もございます。 

 今回、３００万円の補正ということですが、年間１人１５０万円の上限がござい

まして、最大で５年間ということでございます。今回は２人分見込んでおりまして、
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当初は１人分見込んでおりまして、都合３名、本年度いまのところ予定していると

ころで、予算書の財源内訳では、県の補助金となっておりますが、国からのトンネ

ル補助で１００％、国の補助金でございます。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 荻原建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） まず初めに、２３ページの住宅、今年度の住宅リフォーム補

助金の増額補正でございますが、今年度の補助金につきましては、この６月をもっ

て申請額が予算額に達したため、受け付けを終了したところでございますが、終了

後におきましても、問い合わせが多数寄せられております。また、先ほど企画財政

課長からも説明がありましたとおり、国において消費税率の引き上げが検討されて

いることから、増改築等の駆け込み需要が見込まれるため、来年度分の前倒しとい

たしまして、当初予算と同額の１，０００万円の増額補正をお願いしているところ

でございます。 

 申請の受け付けにつきましては、年度内竣工という条件がございますので、本議

会の議決をいただきまして、予算執行が可能となり次第、ただちに開始したいと考

えております。また、町民への周知につきましては、町内登録業者、町内登録の３

８の業者に対しては直接通知文を郵送するとともに、町のホームページや広報『や

まゆり』に掲載して、案内したいというふうに考えております。 

 次に、公園施設整備費の８４０万円につきましては、駅前広場公園内の街灯の建

て替えを計画しております。駅から出ますと、正面に３灯式の街灯が１基と、ロー

タリーの周囲に１灯式の街灯が５基ございます。町の玄関にあたりますので、当初

は塗装による美化というふうに考えておりましたが、調査の結果、老朽化による支

柱の腐食が進んでおりまして、安全性を重視するとともに毎年の維持費、電気料で

すが、それらの経済性を考慮しまして、新たにＬＥＤ式照明の街灯に建て替えたい

というふうに考えております。 

 なお、財源につきましては、その補正予算書２４ページの財源内訳に記載のとお

り、国の元気臨時交付金と県の元気市町村交付金などを充てていく予定でございま

す。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 市村議員。 

〇１２番（市村千恵子君） 先ほどの町民課長の説明の、井戸沢については、本当に町が
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計画的に減量化のために分別を進めてきたり、それから破砕機導入などで、そうい

う計画的にやってきたことが、この延命につながっているのかなというふうに感じ

たところです。 

 それと、住宅リフォームの補助金ですけれども、年度内完了ということなので、

これで議決されて１０月から申請となれば、本当にちょっと短い中での工事となり

ますので、本当にその周知徹底は業者もさることながら、私も町民の方に、もう補

助金は終わったのですかとか、リフォームやりたいのですけどというのを多々やは

り受けていたので、それを本当に町民の方に周知していただくということを徹底し

てやっていただけたら、本当にいい制度だなというふうに思うところです。終わり

ます。 

〇議長（笹沢 武君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

 野元議員。 

（６番 野元三夫君 登壇） 

〇６番（野元三夫君） 議席番号６番、野元三夫です。 

 ２点ほどお伺いしたいのですが、まず１点目が、資料番号４番の中で、款１４、

国庫支出金ということで、町長の招集あいさつにもあったのですが、地域の元気臨

時交付金７，７９４万２，０００円、これが交付されて、それで次ページの総務費

のところでふるさと創生基金積立金ということで７，２００万円、これ２６年度に

使用するという説明があったのですが、どのような目的でそのまま積立金にするの

かというのが１点。 

 それからもう１点が、その下の民生費。これも先ほど課長の方からの説明があっ

たのですが、杉の子幼稚園さんの未満児保育施設建設補助金、これが全額なからの

減額というお話だと思うのですが、これは杉の子さんとどのようなお話になってい

るのか、その辺を。その２点をお伺いしたいと思います。 

〇議長（笹沢 武君） 土屋企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 歳入における地域の元気臨時交付金７，７００万

円は入ってきて、ふるさと創生基金、歳出で総務費のふるさと創生基金に７，２００

万円をというお話でございますが、今建設課長からもお話があったように、今年度

中に完結できる事業について、今年度の予算に計上をしています。これは基金に積
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み立てておきまして、来年度の事業ということで、幾つか事業は計画がございまし

て、申請はしてございますが、今年度着手がちょっと難しいというような状況もご

ざいまして、ストックしての実施ということで、こういった手法をとらせていただ

いております。以上です。 

〇議長（笹沢 武君） 尾台町民課長。 

（町民課長 尾台清注君 登壇） 

〇町民課長（尾台清注君） ただいまご質問いただきました民生費、児童福祉ということ

ですけれども、杉の子さんは、今回、当初安心こども基金の事業を利用して、土屋

課長説明のとおり、認定こども園として運営する予定でございましたけれども、学

校法人としての保育園の設立という形になりました。そのため、杉の子さん、自分

のところの資金を利用して行っていくということで、県の安心こども基金は利用し

ないけれども、考え方には変わりないということで、また、この件につきましては、

議会全員協議会でも報告する予定でおりましたので、ご了解いただければと思いま

す。 

〇議長（笹沢 武君） 野元議員。 

〇６番（野元三夫君） では、全員協議会でご説明いただけるということなので、その説

明をお伺いしたいと思います。終わります。 

〇議長（笹沢 武君） ほかに質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（午後３時０３分） 

（休 憩） 

（午後３時１７分） 

〇議長（笹沢 武君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第２５ 議案第８１号 平成２５年度御代田町御代田財産区特別会計 

補正予算案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２５ 議案第８１号 平成２５年度御代田町御代田財産区
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特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の３４ページをお願いいたします。 

 議案第８１号 平成２５年度御代田町御代田財産区特別会計補正予算案につい

て、説明をいたします。 

 予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２５年度御代田町の御代田財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８万８，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１，３５２万４，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 今回の補正でございますが、繰越金が確定したことに伴いまして、基金からの繰

入金を減ずる状況の補正となってございます。 

 ２ページをお願いいたします。第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。既定額から９０万円を減額するものでござい

ます。 

 款３、項１、繰越金。９８万８，０００円でございます。これは前年度からの繰

り越しでございます。 

 歳入合計で、既定額に８万８，０００円を増額いたしまして、１，３５２万

４，０００円とするものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款２、予備費に８万８，０００円を増額いたしまして、歳入歳出合計が１，３５２

万４，０００円とするものでございます。説明は以上です。 

 よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２６ 議案第８２号 平成２５年度御代田町小沼地区財産管理 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２６ 議案第８２号 平成２５年度御代田町小沼地区財産

管理特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の３５ページをお願いいたします。 

 議案第８２号 平成２５年度御代田町小沼地区財産管理特別会計補正予算案に

ついて、ご説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の小沼地区財産管理特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ７万４，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７６万１，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 小沼財産管理特別会計も御代田財産区と同様の理由による補正でございます。 

 ２ページをお願いいたします。第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款２、繰入金。項１、基金繰入金。既定額から６０万円を減ずるものであります。 

 款３、項１、繰越金。６７万４，０００円。前年度繰越金でございます。 

 歳入合計、既定額に７万４，０００円を増額し、３７６万１，０００円とするも

のでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
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 款２、予備費。項１、予備費で７万４，０００円を増額いたしまして、歳出合計

が既定額に７万４，０００円を増額し、３７６万１，０００円とするものでござい

ます。説明は以上でございます。 

 よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２７ 議案第８３号 平成２５年度御代田町国民健康保険事業勘定 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２７ 議案第８３号 平成２５年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） 議案書３６ページをお願いいたします。 

 議案第８３号 平成２５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案について 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、平成２５年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出するものでございます。

予算書につきましては、このあとに出てまいります１ページからお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，１２０万７，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億８，１８３万２，０００円と

する。 
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 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金。一般療養給付費の減額に伴いまして、

２００万円の減額補正でございます。 

 項２、国庫補助金。保健事業の交付決定に伴いまして、１００万円の増額をいた

します。 

 款５、項１、療養給付費交付金でございますけれども、こちらも交付決定により

まして、４９万７，０００円の減額でございます。 

 前期高齢者交付金でございますけれども、交付決定によりまして１，１１７

万５，０００円の増額補正でございます。 

 款９、繰入金。項１、他会計繰入金。国庫補助金、こちらの保健事業の交付決定

に伴いまして、保健事業実施により職員２名分の人件費の繰り入れを行います。

５２万７，０００円の増額でございます。 

 基金繰入金。４，０００万円の増額補正となっております。今回、国保の準備基

金、支払準備基金から今回の予算で４，０００万円の繰り入れを見込んでおります。

当初予算で６，０００万円を見込んでいることから、合計で１億円、これの繰り入

れを基金から見込んでいるという状況になります。現予算段階の基金残高につきま

しては、７３２万円という状況になっているわけでございます。 

 款１０、繰越金。額の確定によりまして８９９万８，０００円の減額。 

 歳入合計でございますけれども、４，１２０万７，０００円増額いたしまして、

１５億８，１８３万２，０００円という状況になっております。 

 続きまして３ページをお願いいたします。歳出予算でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。国保連の負担金額が確定いたしまして、

２，０００円の増額でございます。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費。８月までの実績によりまして、一般療養給

付費の今年度の推移の見込みが立ちましたので、１，０９１万１，０００円の減額

補正でございます。 

 款３、項１、後期高齢者支援金等。支援金額が確定いたしました。１人当たりの

負担額が増大している状況で、２，３５６万６，０００円の増額補正でございます。 
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 款６、項１、介護納付金。こちらも納付金額確定いたしました。やはり１人当たり

の負担額が増大しているという中で、５０５万８，０００円の増額補正でございます。 

 款８、保健事業費。人件費２名分増額補正いたしまして、４６２万３，０００円

の増額でございます。 

 款１０、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金ということで、療養給付費負担

金の返還金として１，８８６万９，０００円増額補正でございます。 

 歳出合計、４，１２０万７，０００円ということになっているわけでございます。 

 先ほどの決算でも申し上げたとおり、昨年度医療費が７，０００万円ほど前年に

比べて高騰いたしました。過去にない医療費の伸びでございました。２４年度の実

質収支は、３，６００万円ということで、２３年度よりも７，６００万円ほど落ち

込んだ状況になっております。国保財政運営は基金をほとんど使い果たすという、

非常に厳しい状況となっております。 

 今年度につきましては、医療費の急激な高騰がない限り、どうにか国保運営、国

保会計の運営をしていくことができるという見込みが出てまいっております。しか

し、来年度につきましては、財源不足を補う基金、先ほど申し上げましたように、

ほとんど無い状態となっております。このため、法定外の一般財源の補てん、そし

てまた国保税率の改正など、財源確保の方法について検討を始めている状況でござ

います。国保の財政安定化が喫緊の課題となっておりますので、次の定例会には具

体的な方策について議会の皆様にお諮りしてまいりたいと思いますので、よろしく

お願いを申し上げます。説明は以上でございます。 

 よろしくご審議いただきますよう、お願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２８ 議案第８４号 平成２５年度御代田町介護保険事業勘定 

特別会計補正予算案について－－－ 
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〇議長（笹沢 武君） 日程第２８ 議案第８４号 平成２５年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小山岳夫保健福祉課長。 

（保健福祉課長 小山岳夫君 登壇） 

〇保健福祉課長（小山岳夫君） 議案書の３７ページをお願いいたします。 

 議案第８４号 平成２５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案に

ついて 

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、平成２５年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出するものでございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２５年度御代田町の介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，６４７万３，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億４３５万３，０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。サポーター養成事業費等県補助が確定いた

しました。こちらを一般会計から繰り入れるということで、２０６万１，０００円

の増額でございます。 

 款９、項１、繰越金。前年度繰越金の確定に伴いまして、２，４４１万２，０００

円。 

 歳入合計、２，６４７万３，０００円増額いたしまして、１０億４３５万３，０００

円ということになります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。介護認定審査会負担金の決定に伴いまして、３７万２，０００円

の減額。 

 款３、地域支援事業費。項２、包括的支援事業・任意事業費。３月までの給与等
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の減額分、包括職員の給与の減額分で、２７万４，０００円減額でございます。 

 款５、諸支出金。支払基金交付金の確定に伴いまして、３４万４，０００円増額

でございます。 

 款６、項１、生活介護支援サポーター養成事業費。補助の確定に伴いまして、

１８５万５，０００円の増額補正でございます。 

 款８、項１、予備費。２，４９２万円増額ということになります。 

 歳出合計、２，６４７万３，０００円。予算総額、１０億４３５万３，０００円

という状況でございます。説明は以上でございます。 

 よろしくご審議をいただきますよう、お願いを申し上げます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２９ 議案第８５号 平成２５年度御代田町公共下水道事業 

特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第２９ 議案第８５号 平成２５年度御代田町公共下水道事

業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の３８ページをご覧ください。 

 議案第８５号 平成２５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につ

いて 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を、別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２５年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定
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めるところによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２，９５６万６，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億７，８８４万２，０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

 次の２ページをご覧ください。第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。既定額に１３３万５，０００円の増額

をお願いいたします。主な理由でございますが、平成２５年度新規賦課分で受益者

負担金の全期前納者が２０名に達しております。これらの本来ですと５年分割が選

択できるわけですが、全期前納者が増えたということで、増額をお願いするもので

ございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫補助金。既定額から１１０万円の減額をお願いい

たします。御代田浄化管理センターの耐震診断業務費確定のため、それに基づきま

して２分の１の国庫補助金を減額をお願いするものでございます。 

 款５、繰越金。項１、繰越金。既定額に７３３万１，０００円の増額をお願いい

たします。平成２４年度の繰越金の確定によるものでございます。 

 款７、町債。項１、町債。公共下水道整備事業債でございますが、既定額に

２，２００万円の増額をお願いいたします。公共ますの新規設置ですとか、管渠工

事の増加によるものでございます。 

 歳入合計が、既定額に２，９５６万６，０００円の増額をお願いするものでござ

います。 

 次の３ページをご覧ください。歳出でございます。 

 款１、土木費。項１、都市計画費。既定額に２，２６２万８，０００円の増額を

お願いいたします。主な理由でございますが、先ほど申し上げました公共ますの新

設の工事、管路の施設工事の増加によるものでございます。 

 款２、公債費。項１、公債費。既定額から５９万２，０００円の減額をお願いい

たします。当初見込みで利率１．０％を見込んで予算を構成いたしましたが、平成

２５年４月申請分につきまして、本債で０．６％、資本費平準化債で０．４２５％
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で借り入れることができたため、その分の差額の減額をお願いするものでございま

す。 

 款３、予備費。項１、予備費。既定額に７５３万円の増額をお願いいたします。

こちらは歳入歳出の調整によるものでございます。 

 歳出合計が、既定額に２，９５６万６，０００円の増額をお願いいたします。 

 次の４ページをご覧ください。第２表の地方債補正。変更でございます。起債の

目的が公共下水道事業債。補正前の限度額が１，９００万円に２，２００万円を増

額いたしまして、補正後の限度額を４，１００万円とするものでございます。起債

の方法、利率、償還の方法につきましては、それぞれ補正前に同じでございます。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３０ 議案第８６号 平成２５年度御代田町個別排水処理施設 

整備事業特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第３０ 議案第８６号 平成２５年度御代田町個別排水処理

施設整備事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 荻原 浩建設課長。 

（建設課長 荻原 浩君 登壇） 

〇建設課長（荻原 浩君） 議案書の３９ページをご覧ください。 

 議案第８６号 平成２５年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計補正

予算案について 

 地方自治法の規定により、平成２５年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別

会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出いたします。 

 次の補正予算書の１ページをご覧ください。 

 平成２５年度御代田町の個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第１号）
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は、次に定めるところによる。 

第１条 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ５３万８，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１，２９９万８，０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 次の２ページをご覧ください。第１表 歳入歳出予算補正。歳入でございます。

款３、繰越金。項１、繰越金。既定額に５３万８，０００円の増額をお願いいたし

ます。平成２４年度の繰越金の確定によるものでございます。 

 歳入合計も同額となっております。 

 次の３ページをご覧ください。歳出でございます。 

 款１、衛生費。項１、保健衛生費。既定額に３０万円の増額をお願いいたします。

施設修繕費の増加によるものでございます。 

 款３、予備費。項１、予備費。既定額に２３万８，０００円の増額をお願いいた

します。こちらは歳入歳出の調整によるものでございます。 

 歳出合計といたしまして、既定額に５３万８，０００円の増額をお願いいたしま

す。 

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３１ 報告第９号 平成２４年度御代田町財政健全化判断比率 

及び資金不足比率の報告について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第３１ 報告第９号 平成２４年度御代田町財政健全化判断

比率及び資金不足比率の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 



８９ 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） 議案書の４０ページをお願いいたします。 

 報告第９号 平成２４年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について、ご説明いたします。 

 次のページをお開きください。 

  平成２４年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、財政の健全化に関する比率を次のとおり報告します。 

 １．健全化判断比率でございます。一番左側の実質赤字比率でございますが、実

質赤字比率は、標準的な財政規模に対する一般会計等における実質赤字の割合で、

当町では赤字額がございませんので、数値なしとなってございます。 

 ２番目の連結実質赤字比率でございますが、標準的な財政規模に対するすべての

会計における実質赤字の割合で、実質赤字比率と同様に、当町では赤字額がないた

め、こちらも数値なしとなってございます。 

 その隣の実質公債費比率でございますが、標準的な財政規模に対する一般会計等

が負担する借金返済額の割合、これは３カ年平均で出しますけれども、これで

７．１．前年度の前３年間の平均は８．８となっておりまして、昨年に比べて１．７

ポイント改善しております。これは、先ほどの説明にもありましたけれども、平成

２３年度に１５年償還の１０年目に借り換えを予定していた『エコールみよた』の

建設事業債について、借り換えを行わずに全額償還したために、公債費が大きく減

額となったことによるものでございます。 

 その隣の将来負担比率でございますが、これも標準的な財政規模に対する一般会

計が将来負担すべき実質的な負債の額の割合でございまして、当町では将来負担額

に対して財政調整基金等の基金残額などの充当可能財源がこれを上回っているた

め、数値なしとなってございます。 

 次に、資金不足比率でございますが、公営企業会計を適用してございます御代田

町公共下水道事業特別会計、御代田町農業集落排水事業特別会計、御代田町個別排

水処理施設整備事業特別会計、小沼地区簡易水道事業特別会計、御代田町簡易水道

事業特別会計、この５事業についてでございますけれども、いずれも各特別会計と

も資金不足はありませんので、数値なしとなってございます。報告は以上でござい
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ます。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、報告を終わります。 

 監査委員より、財政健全化審査意見書が提出されております。 

 監査委員より報告を求めます。 

 泉 喜久夫代表監査委員。 

（代表監査委員 泉 喜久男君 登壇） 

〇代表監査委員（泉 喜久男君） 監査委員を代表しまして、財政健全化法に定める審査

結果のご報告を申し上げます。 

 まず、財政健全化法第３条の審査意見であります。 

 なお、第３条関係の意見書は、お手元定例会資料の最後の方、４０ページの２に

記載してございます。 

 私と議会選出の栁澤前監査委員とは、去る８月に平成２４年度決算審査に合わせ、

地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健全化法第３条に基づき、

町長より提出されました健全化判断比率及び算定の基礎となる事項を記載した関

係書類を慎重に審査いたしました。 

 第１に、審査の概要でありますが、健全化判断比率算定の基礎となる関係書類が

法令に準拠して適正に作成されているか。また、この資料に基づいて算定された健

全化判断比率は、正確なものであるかに主眼を置いて、財政の健全化審査を行いま

した。 

 次に審査の結果であります。健全化判断比率の算定の基礎となる事項を記載した

書類は、適正に作成されており、これに基づいて算定された意見書記載の実質赤字

比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率等の財政健全化比率は、

いずれも適正に算定手続がされているものと認めました。 

 個別に申し上げますと、平成２４年度の御代田町の一般会計に健全化法による特

別会計の一部を加算した一般会計等の実質収支は黒字であり、実質赤字は計上され

ておりません。したがって、財政運営の悪化の度合いを示す指標、即ち、標準財政

規模に対する一般会計等の実質赤字額の割合である実質赤字比率と、町の全会計の

実質赤字額の割合である連結実質赤字比率は、いずれも分子となる赤字数値があり

ませんので、算定はされておりません。 

 次に、実質公債費比率は、一般会計等が負担する元利償還金などの標準財政規模
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に対する比率で、財政運営の弾力性の度合いを示す指数です。当町では、先ほども

報告がありましたとおり、７．１であり、前年度より１．７％改善されています。

これは、３カ年の単年度数値の平均値として算定する関係から、平成２１年度単年

度の９．９％が計算対象から外れ、平成２４年単年度の４．９％が新たに計算対象

になったことによるものです。なお、財政健全化計画を作成すべき基準比率は２５％

ですので、この面からも問題はないものと判断できます。 

 また、起債許可となる起債許可基準も１８％であり、これについても問題はござ

いません。 

 ちなみに、数日前に県が公表した、県下市町村の実質公債費比率の平均は９．７％

とのことでありますから、当町の比率は県下平均よりも良好ということになります。 

 次に、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率、

すなわち、将来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す指標であります将来負

担比率も、分子となる将来負担額の数値が算定されませんので、なお、財政健全化

計画を作成すべき基準比率は３５０％ですが、これにつきましても、問題はござい

ません。以上が、財政健全化法第３条の審査意見であります。 

 次に、財政健全化法第２２条に定める公営企業の資金不足比率について申し上げ

ます。 

 第２２条関係の意見書は、お手元定例会資料の４０ページの３に記載されており

ます。この審査にあたりましては、健全化法第３条の健全化判断比率の審査に準じ

て、所要の審査手続を実施いたしました。その結果、水道事業や下水道事業等５つ

の関係公営企業の平成２４年度検査決算は、いずれも収支に問題なく、資金不足が

生じておりません。このため、法令に基づき算定される事業の規模に対する資金不

足比率につきましては、数値が算出されておりません。 

 以上の結果、財政健全化法第３条及び第２２条に関連して、経営健全化の見地か

ら、改善を要する、是正を要すると指摘すべき事項は特段ございませんでした。 

 なお、ただいま申し上げました審査意見は、私と栁澤前監査委員が健全化法に定

める合議により決定したものでありますことを念の為申し添え、報告を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、監査委員からの報告を終わります。 

 これより、報告に対する質疑に入ります。 
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 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２４年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報

告を終わります。 

 

－－－日程第３２ 報告第１０号 平成２５年度御代田町土地開発公社第２回 

補正予算の報告について－－－ 

〇議長（笹沢 武君） 日程第３２ 報告第１０号 平成２５年度御代田町土地開発公社

第２回補正予算の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 土屋和明企画財政課長。 

（企画財政課長 土屋和明君 登壇） 

〇企画財政課長（土屋和明君） それでは、議案書の４１ページをお願いいたします。 

 報告第１０号 平成２５年度御代田町土地開発公社第２回補正予算の報告につ

いて 

 平成２５年度御代田町土地開発公社第２回補正予算を、平成２５年８月９日御代

田町土地開発公社理事会に提出し承認されたので、地方自治法の規定により、別紙

のとおり報告をいたします。 

 １枚おめくりをいただきたいと思います。 

 平成２５年度の土地開発公社第２回補正予算についてでございます。ページは振

ってはおいたのですが、印刷の関係で出てございませんが、１ページの隣、２ペー

ジでございますが、こちらの（収益的収入及び支出）については、前回からの変更

はございません。 

 １ページおめくりをいただきまして、３ページの（資本的収入及び支出）をお願

いいたします。収入の部。 

 第１款、資本的収入。第３項、公社債及び長期借入金ですが、既定予定額はゼロ、

補正予算額１，０００万円の増額、計１，０００万円となります。これにつきまし

ては、メルシャン跡地取得に伴い課税されます建物の不動産取得税、固定資産税、

都市計画税、及び、一部民地部分が一帯の土地の中にございまして、これの土地貸
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付料の支払いに充てるため、町の土地開発基金から借り入れを行うものでございま

す。 

 地方税法では、土地開発公社が公拡法により取得した不動産に関して、不動産取

得税を課することはできないと規定されておりますが、固定資産税、都市計画税に

ついても、有償で貸し付ける場合以外は、課税を免除されているということでござ

います。このため、メルシャンの跡地の取得に関しても、土地部分については課税

は免除されております。しかし、建物部分につきましては、不動産取得税、固定資

産税、都市計画税、それぞれの課税対象となってまいります。不動産取得税は、取

得に際して１回だけでございますけれども、固定資産税、都市計画税は１月１日の

所有者に課税されることから、２６年度から課税が始まります。 

〇議長（笹沢 武君） 議案上程中でありますが、会議規則第９条第２項の規定により、

本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを延長いたします。 

 続けてください。 

〇企画財政課長（土屋和明君） 今申し上げましたメルシャン跡地取得に伴う経費に関し

ましては、ページ数がわからないのですが、１２ページの公有用地明細表をご覧い

ただきたいと思います。横長になっているものでございます。この最下段にメルシ

ャン跡地がございますが、メルシャン跡地もいただきまして、期首残高で面積は２

万８，６７８平米、金額１億８２０万円ですが、当期増加高はその他として７７８

万５，５１７円でございまして、期末残高は面積は変わりませんけれども、金額が

１億１，５９８万５，５１７円となる見込みでございます。 

 当期増加高の７７８万５，５１７円の内訳でございますけれども、建物の不動産

取得税が６６７万３，０００円。２５年度分の民地部分の貸付料が１１１万２，５１７

円となってございます。これらの費用につきましては、保有土地を維持管理するの

に必要なものであることから、支出予算には計上せずに、資産の簿価に算入をして

まいります。 

 固定資産税、都市計画税については、先ほど申しましたけれども、２６年からの

課税となります。 

 ４ページから６ページには、ただいま説明いたしました補正予算の変更実施計画

を、それから７ページに、それに伴う変更資金計画を記載してございます。８ペー

ジの２５年度御代田町土地開発公社予定損益計算書ですが、前回から変更はござい
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ません。このあと、１０ページからは、資料として付属明細表等を添付してござい

ます。報告については以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（笹沢 武君） 以上で、報告を終わります。 

 これより、報告に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２５年度御代田町土地開発公社第２回補正予算の報告を終わ

ります。 

 以上で、すべての議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています議案第６４号から議案第８６号までについては、会

議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表のとおり、そ

れぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案付託表のとおり各常任委員会に付託することに決しました。 

 以上で、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後４時０１分 


